
令和５年度　第一薬科大学【看護学部】 
一般選抜試験問題［Ⅰ期］

試験選択科目 化　学 生　物 数　学 国　語

受
験
番
号

氏
名

令和５年１月 22 日（日）　　10 時 00 分～12 時 00 分

［注意事項］
 1 ． 受験票は机の前方に常に提示しておく。
 2 ．  机の上には，鉛筆，消しゴム，時計のほか予め許可されているもの以外は置か

ない。
 3 ．  携帯電話，スマートフォン，腕時計型端末等の電子機器類は必ず電源を切っ

て，かばんの中にしまう。（アラーム等の音がでる設定は解除する。）
 4 ．  開始の指示にしたがって，直ちに問題冊子および解答用紙を確認する。
  化学は 1 ～ 11 ページ，生物は 13 ～ 25 ページ，数学は 27 ～ 32 ページ，国語は 

33 ～ 45 ページである。解答用紙は試験選択科目ごとに 1 枚，合計 2 枚である。
 落丁等があれば，手をあげて監督者に知らせる。
 5 ．  はじめに問題冊子の試験選択科目欄に選択した科目を丸でかこみ，受験番号，

氏名を記入する。解答する科目は必ず受験票と同じものを選択する。
 6 ．  つづいて解答用紙に受験番号，氏名，試験科目を記入し，受験番号欄をマーク

する。
 7 ．  解答用紙に，正しく記入・マークされていない場合は，採点できないことが

ある。ダブルマーク（一列にマークを二つ塗る）されている場合は，採点の
対象外になる。

 8 ．  問題冊子の空白部分はメモや計算などに適宜使用してよいが，切り離してはい
けない。

 9 ．  途中退出は認めない。
10 ．  問題冊子および解答用紙は，いずれも持ち出してはならない。

試験開始の合図があるまで，この問題冊子の中を見てはいけません。
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問１　次の細胞の構造について述べた文章の中で，正しいものの組合せはどれか。

ａ　真核細胞には，核以外にもDNA を含む細胞小器官が存在する。

ｂ　原核細胞には，細胞壁が存在しない。

ｃ　リソソームは不要な物質の分解に関与する。

ｄ　滑面小胞体は，表面にリボソームが付着している。

ｅ　原核細胞と真核細胞は，共にミトコンドリアをもつ。

1　（ａ，ｂ）	 2　（ａ，ｃ）	 3　（ａ，ｄ）
4　（ａ，ｅ）	 5　（ｂ，ｃ）	 6　（ｂ，ｅ）
7　（ｃ，ｄ）	 8　（ｄ，ｅ）

設問は20題ある。

解答はそれぞれの設問の選択肢の中から１つ選び，解答用紙に

問１〜問20の該当する箇所を鉛筆でぬりつぶすこと。

－1－

問２　細胞膜における物質の透過性と輸送に関する以下の説明のうち，正しい組合せは

どれか。

ａ　親水性が高い物質ほど細胞膜を透過しやすい。
ｂ　ナトリウム-カリウムATPアーゼは，細胞内にナトリウムイオンを輸送し，細
胞外にカリウムイオンを排出する。

ｃ　水分子は，アクアポリンを介して細胞内に能動輸送される。
ｄ　細胞膜のカルシウムチャネルが開くと，カルシウムイオンが受動的に細胞内へ
移動する。

ｅ　ヒトの赤血球を蒸留水に入れると，赤血球内に水が流入し，細胞膜が破れ，溶
血する。

1　（ａ，ｂ）	 2　（ａ，ｃ）	 3　（ａ，ｄ）
4　（ａ，ｅ）	 5　（ｂ，ｃ）	 6　（ｂ，ｅ）
7　（ｃ，ｄ）	 8　（ｄ，ｅ）

問３　バイオテクノロジーに関する以下の説明のうち，正しい組合せはどれか。

ａ　DNAリガーゼで切断したDNA断片は，制限酵素により連結することができる。
ｂ　プラスミドにヒトのインスリン遺伝子を導入し，大腸菌に取り込ませると，こ
の大腸菌は，ヒトのインスリンを生産するようになる。

ｃ　ヒトの成長ホルモン遺伝子が導入され，ヒトの成長ホルモンを体内で発現でき
るようになったマウスを，ノックアウトマウスという。

ｄ　PCR法は，わずかなRNAをもとに，同じRNAを大量に複製する方法である。
ｅ　サンガー法を用いると，DNAの塩基配列を決定できる。

1　（ａ，ｂ）	 2　（ａ，ｃ）	 3　（ａ，ｄ）
4　（ａ，ｅ）	 5　（ｂ，ｃ）	 6　（ｂ，ｅ）
7　（ｃ，ｄ）	 8　（ｄ，ｅ）
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問４　筋収縮に関する記述のうち，正しいものの組合せはどれか。

ａ　運動神経終末から分泌されたアセチルコリンが，筋細胞の膜にある受容体に結

合すると，ナトリウムイオンが筋細胞内に流入し，筋収縮が起こる。

ｂ　ミオシンフィラメントから出ている突起（ミオシン頭部）にATPが結合する

と，ATPが分解されてミオシン頭部の立体構造が変化する。そして，ミオシン頭

部がアクチンフィラメントと結合し，ミオシン頭部の構造がさらに変化すると，

アクチンフィラメントはたぐり寄せられ，筋肉が収縮する。

ｃ　筋肉の弛緩時，トロポミオシンとトロポニンがミオシンフィラメントをおお

い，アクチンフィラメントとの結合が阻害されている。

ｄ　神経の興奮が筋小胞体に伝えられると，筋小胞体上の膜にあるナトリウムチャ
ネルが開いて，ナトリウムイオンが放出される。

ｅ　筋収縮時，クレアチンリン酸が合成される。

1　（ａ，ｂ）	 2　（ａ，ｃ）	 3　（ａ，ｄ）
4　（ａ，ｅ）	 5　（ｂ，ｃ）	 6　（ｂ，ｄ）
7　（ｃ，ｄ）	 8　（ｄ，ｅ）

問５　次の物質の中で，植物の窒素同化を通じて合成が可能になるものを，過不足なく

含む組合せはどれか。

ａ　脂肪

ｂ　アミノ酸

ｃ　ATP     

ｄ　クロロフィル

ｅ　マルトース

1　（ａ，ｂ，ｃ，ｄ，ｅ）	 　 2　（ａ，ｂ，ｃ，ｄ）
3　（ｂ，ｃ，ｄ，ｅ）	 	 　 4　（ａ，ｃ，ｄ，ｅ）
5　（ａ，ｂ，ｄ）	 	 　 6　（ｃ，ｄ，ｅ）
7　（ｂ，ｃ，ｄ）	 	 　 8　（ｄ，ｅ）

－3－

問６　DNAの複製に関する以下の文章中の空欄（ア）～（エ）に当てはまる語句の正し

い組合せはどれか。

　　　DNAが複製されるとき，もとのDNAの2本鎖をそれぞれ鋳型として，（　ア　）な塩

基をもつ（　イ　）が（　ウ　）と呼ばれる酵素で結合されて新しい鎖がつくられる。

このような複製のしくみは（　エ　）と呼ばれる。

（ア） （イ） （ウ） （エ）
１ 安定的 ヌクレオチド DNAリガーゼ 半保存的複製
2 安定的 ヌクレオシド DNAポリメラーゼ 保存的複製
3 安定的 ヌクレオチド DNAヘリカーゼ 半保存的複製
4 相補的 ヌクレオシド DNAリガーゼ 保存的複製
5 相補的 ヌクレオチド DNAポリメラーゼ 半保存的複製
6 相補的 ヌクレオシド DNAヘリカーゼ 保存的複製
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問４　筋収縮に関する記述のうち，正しいものの組合せはどれか。

ａ　運動神経終末から分泌されたアセチルコリンが，筋細胞の膜にある受容体に結
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問７，問８　カエルの発生に関する以下の設問に答えよ。

問７　灰色三日月環が形成される卵の部位はどれか。

1　精子が進入した部位　　

2　精子が進入した部位の反対側　　

3　動物極の部位　　　

4　植物極の部位　　　

5　第一極体が放出された部位　　　

6　第一極体が放出された部位の反対側

問８　次の組織や器官の中で，カエルの発生過程において側板から形成されるもの

を，過不足なく含む組合せはどれか。

ａ　角膜　　　　ｂ　気管　　　ｃ　血管　　　ｄ　すい臓　　　
ｅ　水晶体　　　ｆ　心筋　　　ｇ　中耳　　　ｈ　腹膜

1　（ａ，ｂ）	 2　（ｂ，ｄ）	 　　 3　（ｃ，ｄ，ｇ）　
4　（ｃ，ｆ，ｈ）	 5　（ｄ，ｆ，ｇ）	 　　 6　（ｄ，ｅ，ｆ）
7　（ｅ，ｇ，ｈ）	 8　（ａ，ｂ，ｅ，ｈ）

－5－

問９　自然免疫に関する以下の文章中の空欄（ア）～（エ）に当てはまる語句の正しい

組合せはどれか。

　　　好中球や（　ア　），樹状細胞による（　イ　）で，体内に侵入した異物を処理す

る。これらの（　イ　）を持つ細胞にはトル様受容器（TLR:Toll Like Receptor）があ

り，病原体が共通して持つ糖や（　ウ　）などを認識する。（　エ　）は，がん細胞な

どの異常な細胞を排除する。

（ア） （イ） （ウ） （エ）
１ 好酸球 凝固作用 タンパク質 T 細胞
2 マクロファージ 食作用 核酸 NK（ナチュラルキラー）細胞
3 好塩基球 溶解作用 電解質 B細胞
4 線維芽細胞 遊走作用 塩分 基底細胞
5 好酸球 食作用 タンパク質 B細胞
6 マクロファージ 溶解作用 核酸 NK（ナチュラルキラー）細胞
7 好塩基球 凝固作用 塩分 基底細胞
8 線維芽細胞 遊走作用 電解質 T細胞

問10　視覚に関する以下の文章中の空欄（ア）～（カ）に当てはまる語句の正しい組合

せはどれか。

　　　近くを見るときは毛様体が（　ア　）して，チン小帯が（　イ　）し，水晶体が 

（　ウ　）なる。遠くを見るときは毛様体が（　エ　）して，チン小帯が（　オ　） 

し，水晶体が（　カ　）なる。

（ア） （イ） （ウ） （エ） （オ） （カ）
１ 弛緩 弛緩 薄く 収縮 緊張 厚く
2 収縮 緊張 厚く 弛緩 緊張 薄く
3 緊張 緊張 厚く 弛緩 弛緩 薄く
4 収縮 弛緩 厚く 弛緩 緊張 薄く
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問11　図はヒトの右目の視細胞の分布である。図の（ア）～（エ）に入る語句の正しい

組合せはどれか

（   ア   ）細胞

（   ウ   ）（   エ   ）

16

8

（   イ   ）細胞

耳側鼻側

（×104）

視
細
胞
の
数
（
個
／
mm2
）

（ア） （イ） （ウ） （エ）
１ 桿体 錐体 黄斑 盲斑
2 錐体 桿体 盲斑 黄斑
3 桿体 錐体 盲斑 黄斑
4 錐体 桿体 黄斑 盲斑

問12　耳のうずまき管の構造と音の識別について，間違っているものはどれか。

1　音の高低は音波の振動の違いによって生じる。振動数が大きいほど高い音と

して知覚される。
2　うずまき管の中にある基底膜は，うずまき管の入り口（基底部）では狭く，

先端部に近くなるにつれて広くなる。
3　音波の振動数によって，うずまき管のどの基底膜を振動させるかが決まって

おり，このことによって音の高低が識別される。
4　加齢などで基底部近くの細胞数が減少することによって，低音を感知するこ

とができなくなる。

－7－

問13　タンパク質に関する記述のうち，正しいものの組合せはどれか。

ａ　ヒトのタンパク質は，20種類のアミノ酸がペプチド結合により重合したポリペ
プチド鎖からなる。

ｂ　タンパク質の一次構造には，α-ヘリックス構造とβ-シート構造の2種類が
ある。

ｃ　タンパク質の二次構造は，隣接するアミノ基とカルボキシ基間のS―S結合によ
り安定化されている。

ｄ　アミラーゼは，デンプンを加水分解し，マルトースへ変える反応を触媒するタン
パク質である。

ｅ　シャペロンタンパク質がはたらくと，安定化されたタンパク質が変性して，凝
集体をつくり，機能が失われる。

1　（ａ，ｂ）	 2　（ａ，ｃ）	 3　（ａ，ｄ）
4　（ａ，ｅ）	 5　（ｂ，ｃ）	 6　（ｂ，ｄ）
7　（ｂ，ｅ）	 8　（ｃ，ｄ）	 9　（ｃ，ｅ）
10　（ｄ，ｅ）

問14　植物ホルモンのジベレリンのはたらきや説明として正しいものはどれか。

1　不定根の形成を促進し，側芽の成長を抑制する。
2　適切な日長条件下で，未熟な芽を花芽に誘導する。
3　茎の伸長成長や種子発芽を促進する。
4　種子発芽を抑制する。
5　落葉や落果を促進し，果実の成熟を促進する。
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問11　図はヒトの右目の視細胞の分布である。図の（ア）～（エ）に入る語句の正しい

組合せはどれか

（   ア   ）細胞

（   ウ   ）（   エ   ）

16

8

（   イ   ）細胞

耳側鼻側

（×104）

視
細
胞
の
数
（
個
／
mm2
）

（ア） （イ） （ウ） （エ）
１ 桿体 錐体 黄斑 盲斑
2 錐体 桿体 盲斑 黄斑
3 桿体 錐体 盲斑 黄斑
4 錐体 桿体 黄斑 盲斑

問12　耳のうずまき管の構造と音の識別について，間違っているものはどれか。

1　音の高低は音波の振動の違いによって生じる。振動数が大きいほど高い音と

して知覚される。
2　うずまき管の中にある基底膜は，うずまき管の入り口（基底部）では狭く，

先端部に近くなるにつれて広くなる。
3　音波の振動数によって，うずまき管のどの基底膜を振動させるかが決まって

おり，このことによって音の高低が識別される。
4　加齢などで基底部近くの細胞数が減少することによって，低音を感知するこ

とができなくなる。

－7－

問13　タンパク質に関する記述のうち，正しいものの組合せはどれか。

ａ　ヒトのタンパク質は，20種類のアミノ酸がペプチド結合により重合したポリペ
プチド鎖からなる。

ｂ　タンパク質の一次構造には，α-ヘリックス構造とβ-シート構造の2種類が
ある。

ｃ　タンパク質の二次構造は，隣接するアミノ基とカルボキシ基間のS―S結合によ
り安定化されている。

ｄ　アミラーゼは，デンプンを加水分解し，マルトースへ変える反応を触媒するタン
パク質である。

ｅ　シャペロンタンパク質がはたらくと，安定化されたタンパク質が変性して，凝
集体をつくり，機能が失われる。

1　（ａ，ｂ）	 2　（ａ，ｃ）	 3　（ａ，ｄ）
4　（ａ，ｅ）	 5　（ｂ，ｃ）	 6　（ｂ，ｄ）
7　（ｂ，ｅ）	 8　（ｃ，ｄ）	 9　（ｃ，ｅ）
10　（ｄ，ｅ）

問14　植物ホルモンのジベレリンのはたらきや説明として正しいものはどれか。

1　不定根の形成を促進し，側芽の成長を抑制する。
2　適切な日長条件下で，未熟な芽を花芽に誘導する。
3　茎の伸長成長や種子発芽を促進する。
4　種子発芽を抑制する。
5　落葉や落果を促進し，果実の成熟を促進する。
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問15，問16　生物の遺伝情報は下図のような流れで一方向へ伝えられ，これをセントラ

ルドグマという。この図に関する以下の設問に答えよ。

DNA RNA タンパク質
（ア） （イ）

問15　図の（ア）に示す過程を経て合成された RNA は，不要な部分が取り除かれ

て，完成した mRNA となる。この過程は何と呼ばれるか。

1　オートファジー 　　 2　アポトーシス 　 　 3　フレームシフト

4　イントロン 　　 5　エキソン  　 　 6　スプライシング

7　プロモーション	 　　 8　クローニング	 　 　 9　プライミング

問16　図の（イ）に示す過程で，アミノ酸の運搬を担う分子はどれか。

1　RNAリガーゼ 　 2　クロマチン   3　mRNA

4　tRNA 　 5　RNAポリメラーゼ 6　エキソン	

7　イントロン	 　 8　岡崎フラグメント　	 9　ヒストン

－9－

問17　図は3種類のカニ（A, B, C）をいろいろな濃度の塩類溶液に浸し，一定時間後に

体液の塩類濃度を測定した結果を表したものである。それぞれのカニの生活様式の

組合せはどれか。

　　　なお，それぞれのカニは■印の間の塩類濃度でしか生存できなかったものとする。

体
液
の
塩
類
濃
度
（
相
対
値
）

海
水
の
塩
類
濃
度

外液の塩類濃度（相対値）
0.5

（   B   ）

（   A   ）　
（   C   ）

1.0

1.0

0.5

（A） （B） （C）
１ 一生海で生活する 海と川を往来する 河口付近にすむ
2 一生海で生活する 河口付近にすむ 海と川を往来する
3 海と川を往来する 河口付近にすむ 一生海で生活する
4 海と川を往来する 一生海で生活する 河口付近にすむ
5 河口付近にすむ 海と川を往来する 一生海で生活する
6 河口付近にすむ 一生海で生活する 海と川を往来する
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問15，問16　生物の遺伝情報は下図のような流れで一方向へ伝えられ，これをセントラ

ルドグマという。この図に関する以下の設問に答えよ。

DNA RNA タンパク質
（ア） （イ）

問15　図の（ア）に示す過程を経て合成された RNA は，不要な部分が取り除かれ

て，完成した mRNA となる。この過程は何と呼ばれるか。

1　オートファジー 　　 2　アポトーシス 　 　 3　フレームシフト

4　イントロン 　　 5　エキソン  　 　 6　スプライシング

7　プロモーション	 　　 8　クローニング	 　 　 9　プライミング

問16　図の（イ）に示す過程で，アミノ酸の運搬を担う分子はどれか。

1　RNAリガーゼ 　 2　クロマチン   3　mRNA

4　tRNA 　 5　RNAポリメラーゼ 6　エキソン	

7　イントロン	 　 8　岡崎フラグメント　	 9　ヒストン

－9 －

問17　図は3種類のカニ（A, B, C）をいろいろな濃度の塩類溶液に浸し，一定時間後に

体液の塩類濃度を測定した結果を表したものである。それぞれのカニの生活様式の

組合せはどれか。

　　　なお，それぞれのカニは■印の間の塩類濃度でしか生存できなかったものとする。

体
液
の
塩
類
濃
度
（
相
対
値
）

海
水
の
塩
類
濃
度

外液の塩類濃度（相対値）
0.5

（   B   ）

（   A   ）　
（   C   ）

1.0

1.0

0.5

（A） （B） （C）
１ 一生海で生活する 海と川を往来する 河口付近にすむ
2 一生海で生活する 河口付近にすむ 海と川を往来する
3 海と川を往来する 河口付近にすむ 一生海で生活する
4 海と川を往来する 一生海で生活する 河口付近にすむ
5 河口付近にすむ 海と川を往来する 一生海で生活する
6 河口付近にすむ 一生海で生活する 海と川を往来する
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問18　ニューロンに関する記述のうち，正しいものを過不足なく含む組合せはどれか。

ａ　不応期があるため，興奮は直前に興奮した部位に逆向きに伝わることはない。
ｂ　有髄神経繊維は電気を通しにくい髄鞘をもつため，無髄神経繊維よりも興奮
の伝導速度が遅くなってしまう。

ｃ　興奮を起こす最小の刺激の強さを閾値（限界値）といい，閾値以上の刺激であ
れば，刺激の強さに応じて興奮の発生頻度は高くなる。

ｄ　ニューロンの細胞膜で電位変化が生じるのは，細胞膜中に存在するイオンチャ
ネルが閾値以上の電気刺激を受けたときだけである。

1　（ａ，ｂ）	 2　（ａ，ｃ）	 3　（ａ，ｄ）
4　（ｂ，ｃ）	 5　（ｂ，ｄ）	 6　（ｃ，ｄ）
7　（ａ，ｂ，ｃ）	 8　（ａ，ｂ，ｄ）	 9　（ａ，ｃ，ｄ）
10　（ｂ，ｃ，ｄ）

問19　図は脳の模式図である。間脳の他に脳幹に当たるものを過不足なく含む組合せは

どれか。

間脳

a

b

d

c

1　（ａ，ｂ）	 2　（ａ，ｃ）	 3　（ａ，ｄ）
4　（ｂ，ｃ）	 5　（ｂ，ｄ）	 6　（ｃ，ｄ）
7　（ａ，ｂ，ｃ）	 8　（ａ，ｂ，ｄ）	 9　（ａ，ｃ，ｄ）
10　（ｂ，ｃ，ｄ）

－11－

問20　図は植物の世代交代の模式図である。文章中の空欄（ア）～（キ）に当てはまる

語句の正しい組合せはどれか。

減
数
分
裂

受  

精

胞子体 配偶体

受精卵

配偶子

胞子

配偶子

　　　陸上植物は複相世代である胞子体と単相世代の配偶体の状態があり，この2つの状態

を交互に繰り返す世代交代を行っている。

　　　種子植物は生活の主体が （　ア　）で，（　イ　）はほとんど目立たない。シダ植物の

場合は生活の主体が （　ウ　）で，（　エ　）は肉眼で観察することができて独立して

生活している。コケ植物は生活の主体が （　オ　）で，（　カ　）は（　キ　）に寄生

した生活をしている。

（ア） （イ） （ウ） （エ） （オ） （カ） （キ）
１ 胞子体 配偶体 胞子体 配偶体 配偶体 胞子体 配偶体
2 胞子体 配偶体 胞子体 配偶体 胞子体 配偶体 胞子体
3 胞子体 配偶体 配偶体 胞子体 配偶体 胞子体 配偶体
4 胞子体 配偶体 配偶体 胞子体 胞子体 配偶体 胞子体
5 配偶体 胞子体 胞子体 配偶体 配偶体 胞子体 配偶体
6 配偶体 胞子体 胞子体 配偶体 胞子体 配偶体 胞子体
7 配偶体 胞子体 配偶体 胞子体 配偶体 胞子体 配偶体
8 配偶体 胞子体 配偶体 胞子体 胞子体 配偶体 胞子体
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問18　ニューロンに関する記述のうち，正しいものを過不足なく含む組合せはどれか。

ａ　不応期があるため，興奮は直前に興奮した部位に逆向きに伝わることはない。
ｂ　有髄神経繊維は電気を通しにくい髄鞘をもつため，無髄神経繊維よりも興奮
の伝導速度が遅くなってしまう。

ｃ　興奮を起こす最小の刺激の強さを閾値（限界値）といい，閾値以上の刺激であ
れば，刺激の強さに応じて興奮の発生頻度は高くなる。

ｄ　ニューロンの細胞膜で電位変化が生じるのは，細胞膜中に存在するイオンチャ
ネルが閾値以上の電気刺激を受けたときだけである。

1　（ａ，ｂ）	 2　（ａ，ｃ）	 3　（ａ，ｄ）
4　（ｂ，ｃ）	 5　（ｂ，ｄ）	 6　（ｃ，ｄ）
7　（ａ，ｂ，ｃ）	 8　（ａ，ｂ，ｄ）	 9　（ａ，ｃ，ｄ）
10　（ｂ，ｃ，ｄ）

問19　図は脳の模式図である。間脳の他に脳幹に当たるものを過不足なく含む組合せは

どれか。

間脳

a

b

d

c

1　（ａ，ｂ）	 2　（ａ，ｃ）	 3　（ａ，ｄ）
4　（ｂ，ｃ）	 5　（ｂ，ｄ）	 6　（ｃ，ｄ）
7　（ａ，ｂ，ｃ）	 8　（ａ，ｂ，ｄ）	 9　（ａ，ｃ，ｄ）
10　（ｂ，ｃ，ｄ）
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問20　図は植物の世代交代の模式図である。文章中の空欄（ア）～（キ）に当てはまる

語句の正しい組合せはどれか。

減
数
分
裂

受  
精

胞子体 配偶体

受精卵

配偶子

胞子

配偶子

　　　陸上植物は複相世代である胞子体と単相世代の配偶体の状態があり，この2つの状態

を交互に繰り返す世代交代を行っている。

　　　種子植物は生活の主体が （　ア　）で，（　イ　）はほとんど目立たない。シダ植物の

場合は生活の主体が （　ウ　）で，（　エ　）は肉眼で観察することができて独立して

生活している。コケ植物は生活の主体が （　オ　）で，（　カ　）は（　キ　）に寄生

した生活をしている。

（ア） （イ） （ウ） （エ） （オ） （カ） （キ）
１ 胞子体 配偶体 胞子体 配偶体 配偶体 胞子体 配偶体
2 胞子体 配偶体 胞子体 配偶体 胞子体 配偶体 胞子体
3 胞子体 配偶体 配偶体 胞子体 配偶体 胞子体 配偶体
4 胞子体 配偶体 配偶体 胞子体 胞子体 配偶体 胞子体
5 配偶体 胞子体 胞子体 配偶体 配偶体 胞子体 配偶体
6 配偶体 胞子体 胞子体 配偶体 胞子体 配偶体 胞子体
7 配偶体 胞子体 配偶体 胞子体 配偶体 胞子体 配偶体
8 配偶体 胞子体 配偶体 胞子体 胞子体 配偶体 胞子体
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割 さ れ た 空 間 に よ っ て 成 立 す る 秩 序 は 、	

　 　
Ａ

　　

	 を 生 み 出 し た 。 グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン

で あ る 。 グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン は モ ノ 、 カ ネ 、 ヒ ト な ど が 国 境 を 越 え て 移 動 し 、 世 界 が 経

済 的 に 一 つ に 結 び つ く 現 象 を 指 す が 、 こ う し た 現 象 が 起 き る の は 、 各 国 の 間 に ④ 格 差 が

あ る か ら で あ る 。 モ ノ は 資 源 の
（ 注 ）
賦 存 状 況 や 生 産 コ ス ト の 差 が あ る か ら 移 動 し 、 カ ネ は

金 利 差 や 収 益 率 の 差 が あ る か ら 移 動 し 、 ヒ ト は 資 金 の 格 差 が あ る か ら 移 動 す る 。 こ う し た

格 差 は 、 各 国 が 主 権 国 家 と し て 通 貨 や 税 制 を 決 定 し 、 国 境 に よ っ て モ ノ や カ ネ や ヒ ト の

移 動 を 規 制 で き る か ら 違 い が 生 ま れ る 。 そ の 違 い が 格 差 と な っ て 、 モ ノ 、 カ ネ 、 ヒ ト の 移

動 を 誘 発 す る 。 つ ま り 、	

　 　
Ｂ

　　

	 こ う し た グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン の 働 き に よ っ て 市 場 が

統 合 さ れ つ つ 、 国 際 政 治 に お い て 国 家 間 の 対 立 が 起 き る と 、 そ の 矛 盾 が 表 出 し て く る 。 こ

の 矛 盾 に 対 処 す る べ く 生 み 出 さ れ た の が 「 経 済 安 全 保 障 」 と い う 概 念 で あ り 、 こ う し た

矛 盾 を 活 用 し て 経 済 的 な 圧 力 を か け 、 政 治 的 な パ ワ ー と す る の が 「 経 済 制 裁 」 で あ る 。

ロ シ ア に 対 し て 経 済 制 裁 を 行 っ て 効 果 を 生 み 出 せ る の は 、 ロ シ ア と 西 側 諸 国 が 相 互 に	

⑤ 依 存 す る 関 係 に あ り 、 経 済 的 圧 力 を か け て 政 治 的 な 目 的 で あ る 停 戦 や ウ ク ラ イ ナ か ら

の 撤 退 を 求 め る こ と が 出 来 て い る の で あ る 。	

　 　
①

　　

　
地 上 の ほ と ん ど は 主 権 国 家 に よ っ て 分 割 さ れ て い る が 、 こ の 空 間 秩 序 と は 異 な る 秩 序

が 成 立 し て い る 空 間 が あ る 。 そ れ が 、 南 極 、 公 海 、 宇 宙 で あ る 。	

　 　
②

　　

　
南 極 は 、 長 ら く そ の 自 然 環 境 の 厳 し さ か ら 人 が 住 め る 環 境 に な く 、 二 〇 世 紀 に な っ て

初 め て 人 類 が 足 を 踏 み 入 れ た 大 陸 で あ る 。 新 た に 出 現 し た 陸 上 空 間 が 他 の 場 所 と 同 じ よ

う に 主 権 国 家 に よ っ て 分 割 さ れ る べ き か ど う か 、 と い う こ と が 大 き な 問 題 と し て 立 ち 現

れ た 。 国 際 法 に お い て は 「 先 占 の 原 則 」 が あ り 、 無 主 の 土 地 の 管 轄 権 は 先 に そ の 領 域 を

実 効 支 配 し た も の に 与 え ら れ る と い う ル ー ル と な っ て い る 。 こ の 先 占 の 原 則 は 帝 国 主 義

的 な 植 民 地 支 配 を 正 当 化 す る た め に 発 達 し た も の で あ り 、 現 代 的 な 倫 理 的 基 準 で 考 え れ

ば 少 な か ら ず 問 題 を 孕 む が 、 現 実 に 誰 も 住 ま な い 南 極 大 陸 に お い て は 、 こ の 先 占 の 原 則

を 適 用 し た 領 土 争 い が 繰 り 広 げ ら れ る 可 能 性 が あ っ た 。 し か し 、 南 極 に 長 期 滞 在 で き る

よ う な 技 術 が 発 達 し た の は 冷 戦 期 で あ り 、 南 極 の 領 有 に 関 心 を 持 つ 米 ソ 両 国 が 領 土 争 い

を す る こ と は 第 三 次 世 界 大 戦 を 引 き 起 こ す 恐 れ も あ っ た こ と か ら 、 一 九 五 九 年 に 南 極 条

約 が 締 結 さ れ 、 領 有 権 主 張 の 凍 結 が 合 意 さ れ た 。 こ れ が 意 味 す る こ と は 、 南 極 に お い て

主 権 国 家 に よ る 空 間 的 分 割 と 排 他 的 統 治 は 一 時 的 に 凍 結 し て い る だ け で あ り 、 主 権 国 家

シ ス テ ム の 仕 組 み か ら 逃 れ て い る わ け で は な い 、 と い う こ と で あ る 。 さ ら に 言 え ば 、 冷 戦

と い う 勢 力 均 ㋔ コ ウ の 原 理 に よ っ て 南 極 条 約 が 成 立 し て お り 、 そ の 意 味 で は 南 極 に お け

	 一		 次 の 文 章 を 読 ん で 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

　 　
政 治 と は ㋐ タ イ 古 の 昔 か ら 「 空 間 」 を 奪 い 合 い 、 そ の 空 間 を 支 配 す る こ と を 目 的 と

し て い た 。 し か し 、 中 世 ま で は 宗 教 な ど の 「 超 空 間 」 的 な 権 威 が 、 政 治 的 な 空 間 と 共 存

し て い た 。 そ う し た 「 超 空 間 」 的 な 存 在 が 、 政 治 の 枠 組 み に 吸 収 さ れ 、 世 界 が 「 主 権 国

家 」 に 分 割 さ れ る こ と に な っ た の が 現 代 ま で 続 く 近 代 国 際 政 治 で あ る 。 当 初 、 ヨ ー ロ ッ

パ で 誕 生 し た 主 権 国 家 の 概 念 が 帝 国 主 義 と と も に 世 界 中 に ㋑ カ ク 散 し 、 や が て 世 界 中 の

陸 地 の ほ と ん ど が ど こ か の 主 権 国 家 に 属 す る こ と と な り 、 内 政 ① 不 干 渉 原 則 が 受 容 さ れ

る よ う に な る と 、 主 権 国 家 が 支 配 す る 空 間 は ② 排 他 的 と な り 、 世 界 は 互 い に 干 渉 し あ わ

な い 空 間 に 分 割 さ れ た 。	

　 　
Ⅰ

　　

	 、 主 権 国 家 は 自 ら の 利 益 を 最 大 化 す る こ と を 目 的 と し

て 、 他 国 の 領 域 に 軍 事 的 に ㋒ カ イ 入 し 、 戦 争 と い う 形 で 領 土 を 奪 い 合 う こ と を 止 め る こ

と は な か っ た 。

　　 　
Ⅱ

　　

	 二 度 の 世 界 大 戦 と 広 島 、 長 崎 に 落 と さ れ た 核 兵 器 の 登 場 に よ っ て 、 国 家 が 自

由 に 戦 争 で き る 状 態 を 続 け る こ と は 人 類 の 消 滅 を 意 味 す る と み な さ れ 、 国 際 連 合 を 創 設

し 、 そ の 憲 章 第 二 条 第 四 項 で 「 武 力 に よ る 威 嚇 又 は 武 力 の 行 使 」 を 「 い か な る 国 の 領 土

保 全 又 は 政 治 的 独 立 」 に 対 し て も 用 い て は な ら な い と い う こ と に な っ た 。

　　 　
Ⅲ

　　

	 第 二 次 世 界 大 戦 後 の 国 際 政 治 に お け る 空 間 秩 序 は 、 主 権 国 家 に よ っ て 分 割 さ

れ 、 互 い に 領 土 の 一 体 性 を 保 持 す る こ と で ③ 統 合 を 固 定 化 す る こ と で 保 た れ る こ と と

な っ た 。 二 〇 二 二 年 二 月 に 始 ま っ た 、 ロ シ ア に よ る ウ ク ラ イ ナ 侵 攻 は 、	

　 　
Ⅳ

　　

	 第 二 次

世 界 大 戦 後 の 空 間 秩 序 の 原 則 を 破 壊 し 、 一 九 世 紀 的 な 、 力 に よ っ て 空 間 を 支 配 す る 秩 序

に 引 き 戻 そ う と す る 行 為 で あ る が ゆ え に 、 国 際 的 な 非 難 を 浴 び 、 制 ㋓ サ イ を 科 さ れ る こ

と と な っ た 。

　
こ う し た 第 二 次 世 界 大 戦 後 の 国 際 政 治 に お け る 空 間 秩 序 が 成 立 し た こ と で 、 一 九 世 紀

に 力 に よ っ て 獲 得 し た 植 民 地 が 次 々 と 独 立 し 、 主 権 国 家 と な っ て い っ た 。 そ の 結 果 、 地

球 上 の ほ と ん ど の 陸 地 が 二 〇 〇 近 く の 主 権 国 家 に 分 割 さ れ る こ と と な っ た 。 こ う し た 分

設 問 は 29 題 あ る 。

解 答 は そ れ ぞ れ の 設 問 の 選 択 肢 の 中 か ら １ つ 選 び 、

解 答 用 紙 の 問 １ 〜 問 29 の 該 当 す る 箇 所 を 鉛 筆 で ぬ り つ ぶ す こ と 。
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割 さ れ た 空 間 に よ っ て 成 立 す る 秩 序 は 、	

　 　
Ａ

　　

	 を 生 み 出 し た 。 グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン

で あ る 。 グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン は モ ノ 、 カ ネ 、 ヒ ト な ど が 国 境 を 越 え て 移 動 し 、 世 界 が 経

済 的 に 一 つ に 結 び つ く 現 象 を 指 す が 、 こ う し た 現 象 が 起 き る の は 、 各 国 の 間 に ④ 格 差 が

あ る か ら で あ る 。 モ ノ は 資 源 の
（ 注 ）
賦 存 状 況 や 生 産 コ ス ト の 差 が あ る か ら 移 動 し 、 カ ネ は

金 利 差 や 収 益 率 の 差 が あ る か ら 移 動 し 、 ヒ ト は 資 金 の 格 差 が あ る か ら 移 動 す る 。 こ う し た

格 差 は 、 各 国 が 主 権 国 家 と し て 通 貨 や 税 制 を 決 定 し 、 国 境 に よ っ て モ ノ や カ ネ や ヒ ト の

移 動 を 規 制 で き る か ら 違 い が 生 ま れ る 。 そ の 違 い が 格 差 と な っ て 、 モ ノ 、 カ ネ 、 ヒ ト の 移

動 を 誘 発 す る 。 つ ま り 、	

　 　
Ｂ

　　
	 こ う し た グ ロ ー バ リ ゼ ー シ ョ ン の 働 き に よ っ て 市 場 が

統 合 さ れ つ つ 、 国 際 政 治 に お い て 国 家 間 の 対 立 が 起 き る と 、 そ の 矛 盾 が 表 出 し て く る 。 こ

の 矛 盾 に 対 処 す る べ く 生 み 出 さ れ た の が 「 経 済 安 全 保 障 」 と い う 概 念 で あ り 、 こ う し た

矛 盾 を 活 用 し て 経 済 的 な 圧 力 を か け 、 政 治 的 な パ ワ ー と す る の が 「 経 済 制 裁 」 で あ る 。

ロ シ ア に 対 し て 経 済 制 裁 を 行 っ て 効 果 を 生 み 出 せ る の は 、 ロ シ ア と 西 側 諸 国 が 相 互 に	

⑤ 依 存 す る 関 係 に あ り 、 経 済 的 圧 力 を か け て 政 治 的 な 目 的 で あ る 停 戦 や ウ ク ラ イ ナ か ら

の 撤 退 を 求 め る こ と が 出 来 て い る の で あ る 。	

　 　
①

　　

　
地 上 の ほ と ん ど は 主 権 国 家 に よ っ て 分 割 さ れ て い る が 、 こ の 空 間 秩 序 と は 異 な る 秩 序

が 成 立 し て い る 空 間 が あ る 。 そ れ が 、 南 極 、 公 海 、 宇 宙 で あ る 。	

　 　
②

　　

　
南 極 は 、 長 ら く そ の 自 然 環 境 の 厳 し さ か ら 人 が 住 め る 環 境 に な く 、 二 〇 世 紀 に な っ て

初 め て 人 類 が 足 を 踏 み 入 れ た 大 陸 で あ る 。 新 た に 出 現 し た 陸 上 空 間 が 他 の 場 所 と 同 じ よ

う に 主 権 国 家 に よ っ て 分 割 さ れ る べ き か ど う か 、 と い う こ と が 大 き な 問 題 と し て 立 ち 現

れ た 。 国 際 法 に お い て は 「 先 占 の 原 則 」 が あ り 、 無 主 の 土 地 の 管 轄 権 は 先 に そ の 領 域 を

実 効 支 配 し た も の に 与 え ら れ る と い う ル ー ル と な っ て い る 。 こ の 先 占 の 原 則 は 帝 国 主 義

的 な 植 民 地 支 配 を 正 当 化 す る た め に 発 達 し た も の で あ り 、 現 代 的 な 倫 理 的 基 準 で 考 え れ

ば 少 な か ら ず 問 題 を 孕 む が 、 現 実 に 誰 も 住 ま な い 南 極 大 陸 に お い て は 、 こ の 先 占 の 原 則

を 適 用 し た 領 土 争 い が 繰 り 広 げ ら れ る 可 能 性 が あ っ た 。 し か し 、 南 極 に 長 期 滞 在 で き る

よ う な 技 術 が 発 達 し た の は 冷 戦 期 で あ り 、 南 極 の 領 有 に 関 心 を 持 つ 米 ソ 両 国 が 領 土 争 い

を す る こ と は 第 三 次 世 界 大 戦 を 引 き 起 こ す 恐 れ も あ っ た こ と か ら 、 一 九 五 九 年 に 南 極 条

約 が 締 結 さ れ 、 領 有 権 主 張 の 凍 結 が 合 意 さ れ た 。 こ れ が 意 味 す る こ と は 、 南 極 に お い て

主 権 国 家 に よ る 空 間 的 分 割 と 排 他 的 統 治 は 一 時 的 に 凍 結 し て い る だ け で あ り 、 主 権 国 家

シ ス テ ム の 仕 組 み か ら 逃 れ て い る わ け で は な い 、 と い う こ と で あ る 。 さ ら に 言 え ば 、 冷 戦

と い う 勢 力 均 ㋔ コ ウ の 原 理 に よ っ て 南 極 条 約 が 成 立 し て お り 、 そ の 意 味 で は 南 極 に お け

	 一		 次 の 文 章 を 読 ん で 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

　 　
政 治 と は ㋐ タ イ 古 の 昔 か ら 「 空 間 」 を 奪 い 合 い 、 そ の 空 間 を 支 配 す る こ と を 目 的 と

し て い た 。 し か し 、 中 世 ま で は 宗 教 な ど の 「 超 空 間 」 的 な 権 威 が 、 政 治 的 な 空 間 と 共 存

し て い た 。 そ う し た 「 超 空 間 」 的 な 存 在 が 、 政 治 の 枠 組 み に 吸 収 さ れ 、 世 界 が 「 主 権 国

家 」 に 分 割 さ れ る こ と に な っ た の が 現 代 ま で 続 く 近 代 国 際 政 治 で あ る 。 当 初 、 ヨ ー ロ ッ

パ で 誕 生 し た 主 権 国 家 の 概 念 が 帝 国 主 義 と と も に 世 界 中 に ㋑ カ ク 散 し 、 や が て 世 界 中 の

陸 地 の ほ と ん ど が ど こ か の 主 権 国 家 に 属 す る こ と と な り 、 内 政 ① 不 干 渉 原 則 が 受 容 さ れ

る よ う に な る と 、 主 権 国 家 が 支 配 す る 空 間 は ② 排 他 的 と な り 、 世 界 は 互 い に 干 渉 し あ わ

な い 空 間 に 分 割 さ れ た 。	

　 　
Ⅰ

　　

	 、 主 権 国 家 は 自 ら の 利 益 を 最 大 化 す る こ と を 目 的 と し

て 、 他 国 の 領 域 に 軍 事 的 に ㋒ カ イ 入 し 、 戦 争 と い う 形 で 領 土 を 奪 い 合 う こ と を 止 め る こ

と は な か っ た 。

　　 　
Ⅱ

　　

	 二 度 の 世 界 大 戦 と 広 島 、 長 崎 に 落 と さ れ た 核 兵 器 の 登 場 に よ っ て 、 国 家 が 自

由 に 戦 争 で き る 状 態 を 続 け る こ と は 人 類 の 消 滅 を 意 味 す る と み な さ れ 、 国 際 連 合 を 創 設

し 、 そ の 憲 章 第 二 条 第 四 項 で 「 武 力 に よ る 威 嚇 又 は 武 力 の 行 使 」 を 「 い か な る 国 の 領 土

保 全 又 は 政 治 的 独 立 」 に 対 し て も 用 い て は な ら な い と い う こ と に な っ た 。

　　 　
Ⅲ

　　

	 第 二 次 世 界 大 戦 後 の 国 際 政 治 に お け る 空 間 秩 序 は 、 主 権 国 家 に よ っ て 分 割 さ

れ 、 互 い に 領 土 の 一 体 性 を 保 持 す る こ と で ③ 統 合 を 固 定 化 す る こ と で 保 た れ る こ と と

な っ た 。 二 〇 二 二 年 二 月 に 始 ま っ た 、 ロ シ ア に よ る ウ ク ラ イ ナ 侵 攻 は 、	

　 　
Ⅳ

　　

	 第 二 次

世 界 大 戦 後 の 空 間 秩 序 の 原 則 を 破 壊 し 、 一 九 世 紀 的 な 、 力 に よ っ て 空 間 を 支 配 す る 秩 序

に 引 き 戻 そ う と す る 行 為 で あ る が ゆ え に 、 国 際 的 な 非 難 を 浴 び 、 制 ㋓ サ イ を 科 さ れ る こ

と と な っ た 。

　
こ う し た 第 二 次 世 界 大 戦 後 の 国 際 政 治 に お け る 空 間 秩 序 が 成 立 し た こ と で 、 一 九 世 紀

に 力 に よ っ て 獲 得 し た 植 民 地 が 次 々 と 独 立 し 、 主 権 国 家 と な っ て い っ た 。 そ の 結 果 、 地

球 上 の ほ と ん ど の 陸 地 が 二 〇 〇 近 く の 主 権 国 家 に 分 割 さ れ る こ と と な っ た 。 こ う し た 分

設 問 は 29 題 あ る 。

解 答 は そ れ ぞ れ の 設 問 の 選 択 肢 の 中 か ら １ つ 選 び 、

解 答 用 紙 の 問 １ 〜 問 29 の 該 当 す る 箇 所 を 鉛 筆 で ぬ り つ ぶ す こ と 。
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A
　
傍 線 部 ㋐ ～ ㋔ に 相 当 す る 漢 字 を 含 む も の を 、 次 の 各 群 の 傍 線 部 １ ～ ４ の う ち か ら 、

そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選 び な さ い 。

問 １

　
㋐	 タ イ 古

　

	

　 　
１

　
タ イ 衆 娯 楽 小 説

　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

	

　 　
２

　
受 け 入 れ タ イ 勢 万 全

　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

	

　 　
３

　
タ イ 調 を 整 え る

　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

	

　 　
４

　
タ イ 平 洋 を 横 断 す る

問 ２

　
㋑	 カ ク 散

　

	

　 　
１

　
カ ク 週 土 曜 休 日

　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

	

　 　
２

　
陰 で カ ク 策 す る

　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

	

　 　
３

　
施 設 を カ ク 充 す る

　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

	

　 　
４

　
困 難 を カ ク 悟 す る

問 ３

　
㋒	 カ イ 入

　

	

　 　
１

　
友 人 を 紹 カ イ す る

　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

	

　 　
２

　
誘 カ イ 犯 を 捕 ま え る

　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

	

　 　
３

　
カ イ 剖 学 を 学 ぶ

　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

	

　 　
４

　
品 種 を カ イ 良 す る

問 ４

　
㋓	 制 サ イ

　

	

　 　
１

　
果 樹 を サ イ 培 す る

　 　 　

	 	 	 	

　 　
２

　
サ イ 縫 を 習 う

　 　 　

	 	 	 	

　 　
３

　
サ イ 月 人 を 待 た ず

　 　 　

	 	 	 	

　 　
４

　
サ イ 厄 に 遭 う

問 ５

　
㋔	 均 コ ウ	

　 　
１

　
コ ウ 配 が き つ い 坂

　 　 　

	 	 	 	

　 　
２

　
コ ウ 言 令 色 鮮 し 仁

　 　 　

　 　

	 	

　 　
３

　
秋 の コ ウ 楽 シ ー ズ ン

　 　 　

　 　 　

	 	

　 　
４

　
平 コ ウ 感 覚 を 保 つ

問 ６

　
傍 線 部 ① ～ ⑤ の 語 の う ち 、 故 意 に （ わ ざ と ） 間 違 っ た 語 に 書 き 換 え ら れ た も の が

あ る 。 そ れ を 、 一 つ 選 び な さ い 。

１

　
不 干 渉

　 　 　
２

　
排 他 的

　 　 　
３

　
統 合

　 　 　
４

　
格 差

　 　 　
５

　
依 存

る 空 間 秩 序 は 、	

　 　
Ｃ

　　

　
他 方 、 海 洋 は 人 類 の 歴 史 が 始 ま っ て か ら ず っ と 国 家 や 個 人 に よ っ て 所 有 が 認 め ら れ な

い 空 間 と し て 認 識 さ れ て き た 。 し か し 、 大 航 海 時 代 か ら 帝 国 主 義 時 代 に 移 る に つ れ 、 海

洋 の 支 配 を め ぐ る 問 題 が 取 り 上 げ ら れ る よ う に な り 、 イ ギ リ ス や オ ラ ン ダ の 東 イ ン ド 会

社 の よ う に 変 則 的 な 形 で 主 権 が 認 め ら れ る 存 在 ま で 現 れ る よ う に な っ た 。 そ の 後 、 国 際

法 が 整 備 さ れ る こ と で 、 「 領 海 」 と 「 公 海 」 の 区 別 が 生 ま れ 、 公 海 は ど こ に も 属 さ な い

空 間 と し て 認 識 さ れ る よ う に な っ た 。 し か し 、 公 海 上 に あ る 船 舶 に は 、 そ の 船 舶 が 登 録 さ

れ て い る 国 家 （ 旗 国 ） の 秩 序 が 適 用 さ れ 、 公 海 上 で 紛 争 が 起 き た 場 合 は 国 際 海 洋 法 裁 判

所 で 裁 か れ る が 、 各 国 の 漁 業 権 や 排 他 的 経 済 水 域 の 認 定 な ど は 国 家 に よ る 空 間 分 割 に

よ っ て 秩 序 立 て ら れ て い る 。	

　 　
③

　　

　
そ の 点 、 宇 宙 は 極 め て 異 な る 空 間 秩 序 が 成 立 し て い る 。 ま ず 、 宇 宙 空 間 で は 物 体 が

一 ヶ 所 に 留 ま る こ と が 出 来 な い 。 人 工 衛 星 は 第 一 宇 宙 速 度 （ 秒 速 七 ・ 九 キ ロ メ ー ト ル ＝

時 速 二 八 、 四 四 〇 キ ロ メ ー ト ル ） で 地 球 を 周 回 し て お り 、 そ の 速 度 を 緩 め る と 地 球 に 落 下

し て い く 。 そ の た め 、 特 定 の 空 間 を 占 有 し 、 そ の 空 間 に 侵 入 す る 存 在 を 排 除 す る こ と は で

き な い 。 地 球 か ら 見 れ ば 、 赤 道 上 三 六 、 〇 〇 〇 キ ロ メ ー ト ル の 距 離 に あ る 静 止 軌 道 は 、

地 球 か ら 見 れ ば 静 止 し て い る よ う に 見 え る が 、 そ れ は 地 球 の 自 転 と 同 じ ス ピ ー ド で 移 動

し て い る か ら で あ り 、 特 定 の 地 点 に 留 ま っ て い る わ け で は な い 。 た だ し 、 赤 道 上 に あ る

国 家 （ ブ ラ ジ ル や イ ン ド ネ シ ア 、 ケ ニ ア な ど 八 ヶ 国 ） は 一 九 七 六 年 に 「 ボ ゴ タ 宣 言 」 を

採 択 し 、 静 止 軌 道 上 に は 主 権 が 及 ぶ と し て 、 自 国 の 領 空 を 静 止 軌 道 ま で 延 長 し 、 そ の 空

域 に 存 在 す る 宇 宙 物 体 に 対 し て 主 権 を 及 ぼ す こ と を 主 張 し て い る が 、 実 効 的 に 支 配 で き

て い る わ け で は な い 。 つ ま り 、 宇 宙 空 間 は 、 地 上 に お け る 空 間 分 割 に よ る 秩 序 形 成 と い

う 仕 組 み を 導 入 す る こ と が 出 来 ず 、 全 く 異 な る 空 間 秩 序 を 作 ら な け れ ば な ら な く な っ て

い る 。	

　 　
④

　　

　
で は 、 現 在 の 宇 宙 空 間 に ど の よ う な 空 間 秩 序 が あ る の だ ろ う か 。 結 論 を 先 に 言 え ば 、

宇 宙 に お け る 国 際 政 治 上 の 空 間 秩 序 は 存 在 し て い な い 、 と い う こ と で あ る 。 宇 宙 空 間 の	

　 　
Ｄ

　　

	 を つ か さ ど る の は 一 九 六 七 年 に 発 効 し た 宇 宙 条 約 で あ る が 、 こ こ で は 月 を は じ

め と す る 天 体 の 領 有 は 認 め ら れ て お ら ず 、 地 球 を 周 回 す る 軌 道 に 関 し て も 主 権 国 家 の 権

限 が 及 ぶ 範 囲 は 定 め ら れ て い な い 。	

　 　
⑤

　　

	 （ 鈴 木 一 人 『 国 際 政 治 に お け る 「 空 間 」 』 ）

　
（ 注 ） 賦
ふ そ ん
存 ＝ も と も と 存 在 す る こ と
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A
　
傍 線 部 ㋐ ～ ㋔ に 相 当 す る 漢 字 を 含 む も の を 、 次 の 各 群 の 傍 線 部 １ ～ ４ の う ち か ら 、

そ れ ぞ れ 一 つ ず つ 選 び な さ い 。

問 １

　
㋐	 タ イ 古

　

	

　 　
１

　
タ イ 衆 娯 楽 小 説

　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

	

　 　
２

　
受 け 入 れ タ イ 勢 万 全

　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　
	

　 　
３

　
タ イ 調 を 整 え る

　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　
	

　 　
４

　
タ イ 平 洋 を 横 断 す る

問 ２

　
㋑	 カ ク 散

　

	

　 　
１

　
カ ク 週 土 曜 休 日

　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

	

　 　
２

　
陰 で カ ク 策 す る

　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

	

　 　
３

　
施 設 を カ ク 充 す る

　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

	

　 　
４

　
困 難 を カ ク 悟 す る

問 ３

　
㋒	 カ イ 入

　

	

　 　
１

　
友 人 を 紹 カ イ す る

　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

	

　 　
２

　
誘 カ イ 犯 を 捕 ま え る

　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

	

　 　
３

　
カ イ 剖 学 を 学 ぶ

　 　 　

　 　 　 　 　 　 　 　

	

　 　
４

　
品 種 を カ イ 良 す る

問 ４

　
㋓	 制 サ イ

　

	

　 　
１

　
果 樹 を サ イ 培 す る

　 　 　

	 	 	 	

　 　
２

　
サ イ 縫 を 習 う

　 　 　

	 	 	 	

　 　
３

　
サ イ 月 人 を 待 た ず

　 　 　

	 	 	 	

　 　
４

　
サ イ 厄 に 遭 う

問 ５

　
㋔	 均 コ ウ	

　 　
１

　
コ ウ 配 が き つ い 坂

　 　 　

	 	 	 	

　 　
２

　
コ ウ 言 令 色 鮮 し 仁

　 　 　

　 　

	 	

　 　
３

　
秋 の コ ウ 楽 シ ー ズ ン

　 　 　

　 　 　

	 	

　 　
４

　
平 コ ウ 感 覚 を 保 つ

問 ６

　
傍 線 部 ① ～ ⑤ の 語 の う ち 、 故 意 に （ わ ざ と ） 間 違 っ た 語 に 書 き 換 え ら れ た も の が

あ る 。 そ れ を 、 一 つ 選 び な さ い 。

１

　
不 干 渉

　 　 　
２

　
排 他 的

　 　 　
３

　
統 合

　 　 　
４

　
格 差

　 　 　
５

　
依 存

る 空 間 秩 序 は 、	

　 　
Ｃ

　　

　
他 方 、 海 洋 は 人 類 の 歴 史 が 始 ま っ て か ら ず っ と 国 家 や 個 人 に よ っ て 所 有 が 認 め ら れ な

い 空 間 と し て 認 識 さ れ て き た 。 し か し 、 大 航 海 時 代 か ら 帝 国 主 義 時 代 に 移 る に つ れ 、 海

洋 の 支 配 を め ぐ る 問 題 が 取 り 上 げ ら れ る よ う に な り 、 イ ギ リ ス や オ ラ ン ダ の 東 イ ン ド 会

社 の よ う に 変 則 的 な 形 で 主 権 が 認 め ら れ る 存 在 ま で 現 れ る よ う に な っ た 。 そ の 後 、 国 際

法 が 整 備 さ れ る こ と で 、 「 領 海 」 と 「 公 海 」 の 区 別 が 生 ま れ 、 公 海 は ど こ に も 属 さ な い

空 間 と し て 認 識 さ れ る よ う に な っ た 。 し か し 、 公 海 上 に あ る 船 舶 に は 、 そ の 船 舶 が 登 録 さ

れ て い る 国 家 （ 旗 国 ） の 秩 序 が 適 用 さ れ 、 公 海 上 で 紛 争 が 起 き た 場 合 は 国 際 海 洋 法 裁 判

所 で 裁 か れ る が 、 各 国 の 漁 業 権 や 排 他 的 経 済 水 域 の 認 定 な ど は 国 家 に よ る 空 間 分 割 に

よ っ て 秩 序 立 て ら れ て い る 。	

　 　
③

　　

　
そ の 点 、 宇 宙 は 極 め て 異 な る 空 間 秩 序 が 成 立 し て い る 。 ま ず 、 宇 宙 空 間 で は 物 体 が

一 ヶ 所 に 留 ま る こ と が 出 来 な い 。 人 工 衛 星 は 第 一 宇 宙 速 度 （ 秒 速 七 ・ 九 キ ロ メ ー ト ル ＝

時 速 二 八 、 四 四 〇 キ ロ メ ー ト ル ） で 地 球 を 周 回 し て お り 、 そ の 速 度 を 緩 め る と 地 球 に 落 下

し て い く 。 そ の た め 、 特 定 の 空 間 を 占 有 し 、 そ の 空 間 に 侵 入 す る 存 在 を 排 除 す る こ と は で

き な い 。 地 球 か ら 見 れ ば 、 赤 道 上 三 六 、 〇 〇 〇 キ ロ メ ー ト ル の 距 離 に あ る 静 止 軌 道 は 、

地 球 か ら 見 れ ば 静 止 し て い る よ う に 見 え る が 、 そ れ は 地 球 の 自 転 と 同 じ ス ピ ー ド で 移 動

し て い る か ら で あ り 、 特 定 の 地 点 に 留 ま っ て い る わ け で は な い 。 た だ し 、 赤 道 上 に あ る

国 家 （ ブ ラ ジ ル や イ ン ド ネ シ ア 、 ケ ニ ア な ど 八 ヶ 国 ） は 一 九 七 六 年 に 「 ボ ゴ タ 宣 言 」 を

採 択 し 、 静 止 軌 道 上 に は 主 権 が 及 ぶ と し て 、 自 国 の 領 空 を 静 止 軌 道 ま で 延 長 し 、 そ の 空

域 に 存 在 す る 宇 宙 物 体 に 対 し て 主 権 を 及 ぼ す こ と を 主 張 し て い る が 、 実 効 的 に 支 配 で き

て い る わ け で は な い 。 つ ま り 、 宇 宙 空 間 は 、 地 上 に お け る 空 間 分 割 に よ る 秩 序 形 成 と い

う 仕 組 み を 導 入 す る こ と が 出 来 ず 、 全 く 異 な る 空 間 秩 序 を 作 ら な け れ ば な ら な く な っ て

い る 。	

　 　
④

　　

　
で は 、 現 在 の 宇 宙 空 間 に ど の よ う な 空 間 秩 序 が あ る の だ ろ う か 。 結 論 を 先 に 言 え ば 、

宇 宙 に お け る 国 際 政 治 上 の 空 間 秩 序 は 存 在 し て い な い 、 と い う こ と で あ る 。 宇 宙 空 間 の	

　 　
Ｄ

　　

	 を つ か さ ど る の は 一 九 六 七 年 に 発 効 し た 宇 宙 条 約 で あ る が 、 こ こ で は 月 を は じ

め と す る 天 体 の 領 有 は 認 め ら れ て お ら ず 、 地 球 を 周 回 す る 軌 道 に 関 し て も 主 権 国 家 の 権

限 が 及 ぶ 範 囲 は 定 め ら れ て い な い 。	

　 　
⑤

　　

	 （ 鈴 木 一 人 『 国 際 政 治 に お け る 「 空 間 」 』 ）

　
（ 注 ） 賦
ふ そ ん
存 ＝ も と も と 存 在 す る こ と
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問 14

　
次 の 文 を 本 文 の 本 来 あ っ た 箇 所 に 戻 す 場 合 、 最 も 適 切 な 箇 所 を 、 本 文 中 の	

　 　
①

　　

	 ～	

　 　
⑤

　　

	 の う ち か ら 一 つ 選 び な さ い 。

そ の 意 味 で は 、 公 海 に お い て も 、 地 上 の 国 際 政 治 の 空 間 秩 序 が 延 長 さ れ る 形 で 適 用

さ れ て い る 。

問 15

　
空 欄	

　 　
Ｄ

　　

	 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な カ タ カ ナ 外 来 語 を 、 次 の う ち か ら 一 つ 選 び

な さ い 。

１

　
オ ン デ マ ン ド

　 　 　
注 文 対 応

２

　
ガ バ ナ ン ス

　 　 　 　
統 治 ・ 管 理

３

　
ア セ ス メ ン ト

　 　 　
影 響 評 価

４

　
イ ノ ベ ー シ ョ ン

　 　
技 術 革 新

問 16

　
本 文 の 内 容 （ 筆 者 の 主 張 ） に 最 も 合 う も の を 、 次 の う ち か ら 一 つ 選 び な さ い 。

１

　
中 世 ま で の 「 超 空 間 」 的 な 秩 序 は 、 政 治 の 枠 組 み に 吸 収 さ れ る こ と な く 現 代 ま

で 続 い て い る 。

２

　
第 二 次 世 界 大 戦 後 の 空 間 秩 序 の 原 則 は 、 国 際 連 合 の 監 視 に よ り 全 世 界 で 厳 し く

守 ら れ て い る 。
　 　 　

３

　
南 極 、 公 海 、 宇 宙 は 、 主 権 国 家 に よ る 地 上 の 空 間 秩 序 と は 異 な る 秩 序 が 成 立 し

て い る 。
　 　 　

４

　
地 上 に お け る 空 間 秩 序 の 原 則 は 、 宇 宙 を 除 き 、 南 極 で も 公 海 で も 適 用 さ れ る よ う

に な っ た 。
　 　

５

　
宇 宙 に お け る 国 際 政 治 上 の 空 間 秩 序 は 、 地 上 に お け る 空 間 秩 序 が そ の ま ま 適 用 さ

れ て い る 。

B
　
空 欄	

　 　
Ⅰ

　　

	 ～	

　 　
Ⅳ

　　

	 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 語 を 、 次 の う ち か ら そ れ ぞ れ	
一 つ ず つ 選 び な さ い 。

問 ７

　　
	 Ⅰ 	

　 　 　 　
問 ８

　　

	 Ⅱ 	

　 　 　 　
問 ９

　　

	 Ⅲ 	

　 　 　 　
問 10

　　

	 Ⅳ 	

　

　
１

　
こ う し て

　 　 　
２

　
こ う し た

　 　 　
３

　
そ れ が

　 　 　
４

　
そ れ で も

問 11

　
空 欄	

　 　
Ａ

　　

	 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 語 句 を 、 次 の う ち か ら 一 つ 選 び な さ い 。

１

　
当 然 の 結 果

　 　 　

２

　
予 想 通 り の 効 果

　 　 　

３

　
国 と 国 と の 分 割

　 　 　

４

　
予 期 せ ぬ 現 象

　 　

問 12

　
空 欄	

　 　
Ｂ

　　

	 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 語 句 を 、 次 の う ち か ら 一 つ 選 び な さ い 。

１

　
主 権 国 家 に お け る 空 間 分 割 に よ る 混 乱 が 、 国 際 政 治 に よ る 市 場 融 合 の 動 き を 生

み 続 け て い る 。

２

　
各 国 経 済 に お け る 空 間 統 合 に よ る 秩 序 が 、 国 際 政 治 に お け る 市 場 分 割 の 動 き を

阻 止 し て い る 。

３

　
国 際 政 治 に お け る 空 間 分 割 に よ る 秩 序 が 、 国 際 経 済 に よ る 市 場 統 合 の 動 き を 生

み 出 し て い る 。

４

　
独 裁 政 権 に よ る 空 間 融 合 に よ る 統 一 化 が 、 国 際 経 済 に よ る 市 場 分 裂 の 動 き を 加

速 さ せ て い る 。

問 13

　
空 欄	

　 　
Ｃ

　　

	 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 語 句 を 、 次 の う ち か ら 一 つ 選 び な さ い 。

１

　
他 の 陸 地 と 見 た 目 は 違 う が 同 じ 原 理 で 動 い て い る 。

２

　
他 国 の 陸 地 と 見 た 目 も 違 う 原 理 で 動 い て い る 。

３

　
世 界 中 の 陸 地 と 見 た 目 は 同 じ だ が 違 う 原 理 で 動 い て い る 。

４

　
こ ち ら の 陸 地 と 見 た 目 は 同 じ だ が 違 う 原 理 で 動 い て い る 。
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問 14

　
次 の 文 を 本 文 の 本 来 あ っ た 箇 所 に 戻 す 場 合 、 最 も 適 切 な 箇 所 を 、 本 文 中 の	

　 　
①

　　

	 ～	
　 　
⑤

　　

	 の う ち か ら 一 つ 選 び な さ い 。

そ の 意 味 で は 、 公 海 に お い て も 、 地 上 の 国 際 政 治 の 空 間 秩 序 が 延 長 さ れ る 形 で 適 用

さ れ て い る 。

問 15

　
空 欄	

　 　
Ｄ

　　

	 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な カ タ カ ナ 外 来 語 を 、 次 の う ち か ら 一 つ 選 び

な さ い 。

１

　
オ ン デ マ ン ド

　 　 　
注 文 対 応

２

　
ガ バ ナ ン ス

　 　 　 　
統 治 ・ 管 理

３

　
ア セ ス メ ン ト

　 　 　
影 響 評 価

４

　
イ ノ ベ ー シ ョ ン

　 　
技 術 革 新

問 16

　
本 文 の 内 容 （ 筆 者 の 主 張 ） に 最 も 合 う も の を 、 次 の う ち か ら 一 つ 選 び な さ い 。

１

　
中 世 ま で の 「 超 空 間 」 的 な 秩 序 は 、 政 治 の 枠 組 み に 吸 収 さ れ る こ と な く 現 代 ま

で 続 い て い る 。

２

　
第 二 次 世 界 大 戦 後 の 空 間 秩 序 の 原 則 は 、 国 際 連 合 の 監 視 に よ り 全 世 界 で 厳 し く

守 ら れ て い る 。
　 　 　

３

　
南 極 、 公 海 、 宇 宙 は 、 主 権 国 家 に よ る 地 上 の 空 間 秩 序 と は 異 な る 秩 序 が 成 立 し

て い る 。
　 　 　

４

　
地 上 に お け る 空 間 秩 序 の 原 則 は 、 宇 宙 を 除 き 、 南 極 で も 公 海 で も 適 用 さ れ る よ う

に な っ た 。
　 　

５

　
宇 宙 に お け る 国 際 政 治 上 の 空 間 秩 序 は 、 地 上 に お け る 空 間 秩 序 が そ の ま ま 適 用 さ

れ て い る 。

B
　
空 欄	

　 　
Ⅰ

　　

	 ～	

　 　
Ⅳ

　　

	 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 語 を 、 次 の う ち か ら そ れ ぞ れ	

一 つ ず つ 選 び な さ い 。

問 ７

　　

	 Ⅰ 	

　 　 　 　
問 ８

　　

	 Ⅱ 	

　 　 　 　
問 ９

　　

	 Ⅲ 	

　 　 　 　
問 10

　　

	 Ⅳ 	

　

　
１

　
こ う し て

　 　 　
２

　
こ う し た

　 　 　
３

　
そ れ が

　 　 　
４

　
そ れ で も

問 11

　
空 欄	

　 　
Ａ

　　

	 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 語 句 を 、 次 の う ち か ら 一 つ 選 び な さ い 。

１

　
当 然 の 結 果

　 　 　

２

　
予 想 通 り の 効 果

　 　 　

３

　
国 と 国 と の 分 割

　 　 　

４

　
予 期 せ ぬ 現 象

　 　

問 12

　
空 欄	

　 　
Ｂ

　　

	 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 語 句 を 、 次 の う ち か ら 一 つ 選 び な さ い 。

１

　
主 権 国 家 に お け る 空 間 分 割 に よ る 混 乱 が 、 国 際 政 治 に よ る 市 場 融 合 の 動 き を 生

み 続 け て い る 。

２

　
各 国 経 済 に お け る 空 間 統 合 に よ る 秩 序 が 、 国 際 政 治 に お け る 市 場 分 割 の 動 き を

阻 止 し て い る 。

３

　
国 際 政 治 に お け る 空 間 分 割 に よ る 秩 序 が 、 国 際 経 済 に よ る 市 場 統 合 の 動 き を 生

み 出 し て い る 。

４

　
独 裁 政 権 に よ る 空 間 融 合 に よ る 統 一 化 が 、 国 際 経 済 に よ る 市 場 分 裂 の 動 き を 加

速 さ せ て い る 。

問 13

　
空 欄	

　 　
Ｃ

　　

	 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 語 句 を 、 次 の う ち か ら 一 つ 選 び な さ い 。

１

　
他 の 陸 地 と 見 た 目 は 違 う が 同 じ 原 理 で 動 い て い る 。

２

　
他 国 の 陸 地 と 見 た 目 も 違 う 原 理 で 動 い て い る 。

３

　
世 界 中 の 陸 地 と 見 た 目 は 同 じ だ が 違 う 原 理 で 動 い て い る 。

４

　
こ ち ら の 陸 地 と 見 た 目 は 同 じ だ が 違 う 原 理 で 動 い て い る 。
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号 だ 。
　
洋 菓 子 ・ 和 菓 子 を 問 わ ず 、 お 菓 子 の イ メ ー ジ 向 上 の た め に 使 用 さ れ る よ う に な っ た 言 葉

で あ る 。 こ の よ う に 、 カ タ カ ナ 語 は 日 本 語 の ニ ュ ー カ マ ー な の で 、 そ れ ま で な か っ た 、 な い

し は 認 識 す る 必 要 が な い と 思 わ れ て い た も の を 名 指 し す る 必 要 が あ る と き に 用 い ら れ る 。

　
そ う 。 最 近 ビ ジ ネ ス 関 連 で 用 い ら れ る よ う に な っ た カ タ カ ナ 語 に は 、 「 セ ク ハ ラ 」 「 パ

ワ ハ ラ 」「 コ ン プ ラ （ 違 反 ） 」 な ど 、 「	

　 　
ⓑ

　　

	 」 が 多 い の も 、 偶 然 で は な い 。 問 題 視 さ れ

な か っ た こ と が ら を 名 指 す 必 要 が あ る と き 登 場 す る 言 葉 は 、 た い て い グ ロ ー バ ル 化 の 波

に 乗 っ て 持 ち 込 ま れ た 「	

　 　
ⓒ

　　

	 」 だ か ら だ 。 上 述 し た 「 セ ク ハ ラ 」 以 下 の 言 葉 も 、 登

場 し た 際 は 半 ば ① 揶 揄 さ れ ② 疎 ん じ ら れ て き た が 、 今 で は 普 及 し て い る 。 「 ダ イ バ ー シ

テ ィ 」 も そ う な る･･････ か と 思 い き や 、 な か な か 上 手 く い か な い 。

　
思 う に 、 日 本 社 会 に は ダ イ バ ー シ テ ィ が 浸 透 す る た め の イ ン セ ン テ ィ ブ （ あ あ 、 こ れ

は あ る 程 度 定 着 し た	

　 　
ⓓ

　　

	 だ ） が 乏 し い 。 そ れ は 端 的 に 言 っ て 、 ① 指 し 示 す 意 味 が 今

な お ③ 茫 漠 と し て い て 不 明 、 な う え に ② 取 り 入 れ な く て も と く に ペ ナ ル テ ィ （ こ れ も 定 着

し た 語 か ） が な い 、 か ら で あ る 。

　　 　
Ⅱ

　　

　
そ も そ も 「 ダ イ バ ー シ テ ィ （ 多 様 性 ） 」 と は 、 「 社 会 的 公 正 」 の 見 地 か ら 、 多 様 な 文 化 ・

社 会 的 背 景 を も つ 人 々 が 、 互 い に 尊 重 さ れ る こ と を 目 指 す 理 念 で あ る 。	

　 　
Ｙ

　　

	 の 詩 の

よ う に 「 み ん な ち が っ て 、 み ん な い い 」 と 言 っ て 済 め ば よ い の だ が 、 こ れ が 相 当 な 困 難 を

と も な う 。 達 成 の た め に は 、 「 み ん な の ち が い （ ＝ 差 異 ） 」 が 偏 見 や 差 別 の 要 因 と な る 事

態 を 廃 し 、 教 育 や 就 業 の 機 会 均 等 が 確 保 さ れ る 必 要 が あ る か ら だ 。

　
も う 一 点 。 今 日 ダ イ バ ー シ テ ィ は 、 主 と し て ビ ジ ネ ス ④ 界 隈 で 「 ダ イ バ ー シ テ ィ ・ マ

ネ ジ メ ン ト （ 経 営 ） 」 の 意 味 で 使 用 さ れ る ケ ー ス が 目 立 つ 。 こ れ は 上 述 し た 社 会 的 公 正 の

側 面 よ り も 、 人 材 活 用 の 観 点 か ら 使 わ れ る 言 葉 と な っ て い る こ と を 意 味 す る 。

　
他 方 マ ネ ジ メ ン ト 用 語 に 先 立 ち 、 「 多 様 な 文 化 的 背 景 を 持 つ 人 々 」 が 共 生 す る た め の

方 法 論 と し て 、 「 多 文 化 教 育 」 「 異 文 化 間 教 育 」 の 方 法 論 確 立 な ど を 目 指 す 立 場 が あ っ た 。

私 は 前 者 を 「 経 営 学 的 ダ イ バ ー シ テ ィ 」 、 後 者 を 「 教 育 学 的 ダ イ バ ー シ テ ィ 」 と 呼 ん で

整 理 し て い る 。

	 二		 次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

　　 　
Ⅰ

　　

　
「 ダ イ バ ー シ テ ィ （ 多 様 性 ） 」 は 、 難 し い 。

　
何 が 難 し い と い っ て 、 Ａ ま ず 第 一 に こ の カ タ カ ナ 言 葉 に 依 然 適 切 な 邦 訳 が な く 、 か と

い っ て 「 和 体 化 」 さ れ た 訳 で も な い 点 が 、 難 し い （ 「 和 体 化 語 」 と は 私 の 造 語 で 、 「 外 国

語 由 来 の 言 葉 が 外 来 語 と 認 識 さ れ な い ほ ど 日 本 語 と し て 根 付 い て い る 言 葉 」 を 表 す ） 。	

　 　
Ｘ

　　

	 が 「 黒 船 語 」 で あ る 。 ま だ 外 来 語 と し て の 違 和 感 が 残 っ て い る 言 葉 を 意 味 す る 。

　
外 来 語 が 和 体 化 語 と し て 根 ざ す に は 、 略 語 が す ん な り 多 く の 人 た ち の 耳 に 根 づ い て い

る か ど う か が 目 安 と な る よ う に 思 う 。 最 近 の 言 葉 で は 、 「 セ ク シ ュ ア ル ・ ハ ラ ス メ ン ト 」

だ と ま だ 黒 船 語 っ ぽ い 感 が あ る が 、 「 セ ク ハ ラ 」 と 四 音 で 響 け ば 和 体 化 語 と し て 十 分 に

根 づ い て い る 。 「 コ ン プ ラ イ ア ン ス 」 だ と ま だ 黒 船 語 っ ぽ い が 、 「 コ ン プ ラ 」 だ と 和 体 化

語 だ 。
　
周 知 の よ う に 、 昨 今 ビ ジ ネ ス 周 辺 は カ タ カ ナ 語 が 多 い が 、 こ れ ら を 「 黒 船 語 」 と す る

か 、 そ れ と も 「 和 体 化 語 」 と 感 じ る か は 、 そ の 人 の 属 す 業 界 や 年 齢 な ど に よ っ て も 異 な る

と 思 う 。

　
た と え ば 、

例 文 １ 「 マ ー ケ ッ ト ア ナ ラ イ ズ に よ り ワ ン ラ ン ク 上 の ビ ジ ネ ス ソ リ ュ ー シ ョ ン を 目 指 し

ま す 」
　
こ の 文 章 の カ タ カ ナ 語 の う ち 、 ① 黒 船 語 に 属 す と 思 わ れ る も の と 、 ② 和 体 化 語 に 属 す

と 思 わ れ る も の を 抜 き 出 し な さ い 、 と い う 指 示 が あ っ た と し て 、 全 部 ① と 響 く か ② と 響

く か は 個 人 差 が 大 き い だ ろ う 。

　
ち な み に こ の 語 は 「	

　 　
ⓐ

　　

	 化 」 す れ ば 、

「 市 場 調 査 で よ り 良 い 業 務 上 の 問 題 解 決 を 目 指 し ま す 」

と な る が 、 例 文 に 比 べ て ど ち ら が し っ く り く る の か も 人 に 寄 り け り だ ろ う 。 類 例 と し て 、

　
例 文 ２ 「 ウ ィ ー ク デ ー の ア フ タ ヌ ー ン テ ィ ー に ス イ ー ツ を い た だ い て ほ っ こ り す る 」

　
と い う 言 葉 を 聴 い て 、 あ な た は ど う 感 じ る だ ろ う か 。 同 様 に 「 ほ っ こ り 」 す る だ ろ う

か 。 そ れ と も 、 気 取 っ て な い で 「 平 日 の 午 後 の お や つ に 茶 の 間 で 茶 菓 子 を つ ま ん で の ん

び り す る 」 と で も 言 え ！

　
と で も 思 う だ ろ う か 。

　
今 で は す っ か り お 菓 子 を 示 す 言 葉 と し て 定 着 し た 「 ス イ ー ツ 」 だ が 、 こ の 語 が 女 性 向

け ム ッ ク 誌 『Hanako 』（ マ ガ ジ ン ハ ウ ス ） 上 に 最 初 に 登 場 し た の は 、 一 九 九 一 年 二 月 七 日

－ 40－



号 だ 。
　
洋 菓 子 ・ 和 菓 子 を 問 わ ず 、 お 菓 子 の イ メ ー ジ 向 上 の た め に 使 用 さ れ る よ う に な っ た 言 葉

で あ る 。 こ の よ う に 、 カ タ カ ナ 語 は 日 本 語 の ニ ュ ー カ マ ー な の で 、 そ れ ま で な か っ た 、 な い

し は 認 識 す る 必 要 が な い と 思 わ れ て い た も の を 名 指 し す る 必 要 が あ る と き に 用 い ら れ る 。

　
そ う 。 最 近 ビ ジ ネ ス 関 連 で 用 い ら れ る よ う に な っ た カ タ カ ナ 語 に は 、 「 セ ク ハ ラ 」 「 パ

ワ ハ ラ 」「 コ ン プ ラ （ 違 反 ） 」 な ど 、 「	

　 　
ⓑ

　　

	 」 が 多 い の も 、 偶 然 で は な い 。 問 題 視 さ れ

な か っ た こ と が ら を 名 指 す 必 要 が あ る と き 登 場 す る 言 葉 は 、 た い て い グ ロ ー バ ル 化 の 波

に 乗 っ て 持 ち 込 ま れ た 「	

　 　
ⓒ

　　
	 」 だ か ら だ 。 上 述 し た 「 セ ク ハ ラ 」 以 下 の 言 葉 も 、 登

場 し た 際 は 半 ば ① 揶 揄 さ れ ② 疎 ん じ ら れ て き た が 、 今 で は 普 及 し て い る 。 「 ダ イ バ ー シ

テ ィ 」 も そ う な る･･････ か と 思 い き や 、 な か な か 上 手 く い か な い 。

　
思 う に 、 日 本 社 会 に は ダ イ バ ー シ テ ィ が 浸 透 す る た め の イ ン セ ン テ ィ ブ （ あ あ 、 こ れ

は あ る 程 度 定 着 し た	

　 　
ⓓ

　　

	 だ ） が 乏 し い 。 そ れ は 端 的 に 言 っ て 、 ① 指 し 示 す 意 味 が 今

な お ③ 茫 漠 と し て い て 不 明 、 な う え に ② 取 り 入 れ な く て も と く に ペ ナ ル テ ィ （ こ れ も 定 着

し た 語 か ） が な い 、 か ら で あ る 。

　　 　
Ⅱ

　　

　
そ も そ も 「 ダ イ バ ー シ テ ィ （ 多 様 性 ） 」 と は 、 「 社 会 的 公 正 」 の 見 地 か ら 、 多 様 な 文 化 ・

社 会 的 背 景 を も つ 人 々 が 、 互 い に 尊 重 さ れ る こ と を 目 指 す 理 念 で あ る 。	

　 　
Ｙ

　　
	 の 詩 の

よ う に 「 み ん な ち が っ て 、 み ん な い い 」 と 言 っ て 済 め ば よ い の だ が 、 こ れ が 相 当 な 困 難 を

と も な う 。 達 成 の た め に は 、 「 み ん な の ち が い （ ＝ 差 異 ） 」 が 偏 見 や 差 別 の 要 因 と な る 事

態 を 廃 し 、 教 育 や 就 業 の 機 会 均 等 が 確 保 さ れ る 必 要 が あ る か ら だ 。

　
も う 一 点 。 今 日 ダ イ バ ー シ テ ィ は 、 主 と し て ビ ジ ネ ス ④ 界 隈 で 「 ダ イ バ ー シ テ ィ ・ マ

ネ ジ メ ン ト （ 経 営 ） 」 の 意 味 で 使 用 さ れ る ケ ー ス が 目 立 つ 。 こ れ は 上 述 し た 社 会 的 公 正 の

側 面 よ り も 、 人 材 活 用 の 観 点 か ら 使 わ れ る 言 葉 と な っ て い る こ と を 意 味 す る 。

　
他 方 マ ネ ジ メ ン ト 用 語 に 先 立 ち 、 「 多 様 な 文 化 的 背 景 を 持 つ 人 々 」 が 共 生 す る た め の

方 法 論 と し て 、 「 多 文 化 教 育 」 「 異 文 化 間 教 育 」 の 方 法 論 確 立 な ど を 目 指 す 立 場 が あ っ た 。

私 は 前 者 を 「 経 営 学 的 ダ イ バ ー シ テ ィ 」 、 後 者 を 「 教 育 学 的 ダ イ バ ー シ テ ィ 」 と 呼 ん で

整 理 し て い る 。

	 二		 次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え な さ い 。

　　 　
Ⅰ

　　

　
「 ダ イ バ ー シ テ ィ （ 多 様 性 ） 」 は 、 難 し い 。

　
何 が 難 し い と い っ て 、 Ａ ま ず 第 一 に こ の カ タ カ ナ 言 葉 に 依 然 適 切 な 邦 訳 が な く 、 か と

い っ て 「 和 体 化 」 さ れ た 訳 で も な い 点 が 、 難 し い （ 「 和 体 化 語 」 と は 私 の 造 語 で 、 「 外 国

語 由 来 の 言 葉 が 外 来 語 と 認 識 さ れ な い ほ ど 日 本 語 と し て 根 付 い て い る 言 葉 」 を 表 す ） 。	

　 　
Ｘ

　　

	 が 「 黒 船 語 」 で あ る 。 ま だ 外 来 語 と し て の 違 和 感 が 残 っ て い る 言 葉 を 意 味 す る 。

　
外 来 語 が 和 体 化 語 と し て 根 ざ す に は 、 略 語 が す ん な り 多 く の 人 た ち の 耳 に 根 づ い て い

る か ど う か が 目 安 と な る よ う に 思 う 。 最 近 の 言 葉 で は 、 「 セ ク シ ュ ア ル ・ ハ ラ ス メ ン ト 」

だ と ま だ 黒 船 語 っ ぽ い 感 が あ る が 、 「 セ ク ハ ラ 」 と 四 音 で 響 け ば 和 体 化 語 と し て 十 分 に

根 づ い て い る 。 「 コ ン プ ラ イ ア ン ス 」 だ と ま だ 黒 船 語 っ ぽ い が 、 「 コ ン プ ラ 」 だ と 和 体 化

語 だ 。
　
周 知 の よ う に 、 昨 今 ビ ジ ネ ス 周 辺 は カ タ カ ナ 語 が 多 い が 、 こ れ ら を 「 黒 船 語 」 と す る

か 、 そ れ と も 「 和 体 化 語 」 と 感 じ る か は 、 そ の 人 の 属 す 業 界 や 年 齢 な ど に よ っ て も 異 な る

と 思 う 。

　
た と え ば 、

例 文 １ 「 マ ー ケ ッ ト ア ナ ラ イ ズ に よ り ワ ン ラ ン ク 上 の ビ ジ ネ ス ソ リ ュ ー シ ョ ン を 目 指 し

ま す 」
　
こ の 文 章 の カ タ カ ナ 語 の う ち 、 ① 黒 船 語 に 属 す と 思 わ れ る も の と 、 ② 和 体 化 語 に 属 す

と 思 わ れ る も の を 抜 き 出 し な さ い 、 と い う 指 示 が あ っ た と し て 、 全 部 ① と 響 く か ② と 響

く か は 個 人 差 が 大 き い だ ろ う 。

　
ち な み に こ の 語 は 「	

　 　
ⓐ

　　

	 化 」 す れ ば 、

「 市 場 調 査 で よ り 良 い 業 務 上 の 問 題 解 決 を 目 指 し ま す 」

と な る が 、 例 文 に 比 べ て ど ち ら が し っ く り く る の か も 人 に 寄 り け り だ ろ う 。 類 例 と し て 、

　
例 文 ２ 「 ウ ィ ー ク デ ー の ア フ タ ヌ ー ン テ ィ ー に ス イ ー ツ を い た だ い て ほ っ こ り す る 」

　
と い う 言 葉 を 聴 い て 、 あ な た は ど う 感 じ る だ ろ う か 。 同 様 に 「 ほ っ こ り 」 す る だ ろ う

か 。 そ れ と も 、 気 取 っ て な い で 「 平 日 の 午 後 の お や つ に 茶 の 間 で 茶 菓 子 を つ ま ん で の ん

び り す る 」 と で も 言 え ！

　
と で も 思 う だ ろ う か 。

　
今 で は す っ か り お 菓 子 を 示 す 言 葉 と し て 定 着 し た 「 ス イ ー ツ 」 だ が 、 こ の 語 が 女 性 向

け ム ッ ク 誌 『Hanako 』（ マ ガ ジ ン ハ ウ ス ） 上 に 最 初 に 登 場 し た の は 、 一 九 九 一 年 二 月 七 日
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他 方 、 日 本 の 職 場 で は 、 エ ス ニ ッ ク ・ マ イ ノ リ テ ィ と の 協 業 機 会 は 依 然 乏 し い 。 厚 生 労

働 省 「 外 国 人 雇 用 状 況 の 現 況 」 等 の 統 計 調 査 に 鑑 み て も 、 日 本 国 内 の 全 就 業 者 に 占 め る

外 国 人 労 働 者 の 割 合 は 二 パ ー セ ン ト 台 で あ り 、 在 留 資 格 別 に 見 る と 「 技 能 実 習 」 と 「 資

格 外 活 動 」 の う ち 「 留 学 」 の 二 者 だ け で 、 全 体 の 四 割 を 占 め る 。 こ の た め 、 職 場 の 基 幹

労 働 者 と し て の 就 業 割 合 は 稀 少 で あ る こ と が 推 測 で き る 。 こ の た め 、 日 本 で 経 営 学 的 ダ

イ バ ー シ テ ィ は 、 主 と し て 「 女 性 労 働 力 活 用 」 の 側 面 か ら 語 ら れ る 場 合 が 多 い 。

　
現 在 で も 全 就 業 者 に 占 め る 女 性 割 合 は 四 割 を 越 え る が 、 管 理 職 に 占 め る 女 性 割 合 は 一

割 強 と 極 め て 乏 し い 。 端 的 に 言 っ て 、 女 性 は 就 業 の 場 に は い て も 管 理 職 や 役 員 な ど 「 意

思 決 定 の 場 」 に は 乏 し い の で あ る 。

　
日 本 社 会 で 女 性 が 昇 進 し に く く 離 職 し や す い 要 因 と し て は 、 「 統 計 的 差 別 」 が 指 摘 さ

れ る 。 「 こ れ ま で 」 女 性 が 男 性 よ り 離 職 者 が 多 か っ た か ら と い う 理 由 で 「 こ れ か ら も 」

そ う に 違 い な い と い う 前 例 主 義 に 立 ち 、 企 業 が 「 合 理 的 に 」 女 性 よ り も 男 性 を 採 用 ・ 昇

進 ・ 昇 給 に お い て 有 利 に 取 り 扱 う 結 果 、 実 際 に 職 場 の 賃 金 や 勤 続 年 数 な ど の ジ ェ ン ダ ー

格 差 が 生 じ て い る 。

　
さ ら に 、 旧 来 の 「 日 本 的 経 営 」 の 観 点 に 立 て ば 、 日 本 の 組 織 の 「 強 み 」 は 均 質 性 の 高

さ に よ る も の で あ る 。 そ れ は 新 規 一 括 採 用 ・ 年 功 序 列 賃 金 体 系 ・ 内 部 昇 進 制 を 核 と し た 人

材 管 理 制 度 は 、 自 ず と ダ イ バ ー シ テ ィ と は 相 容 れ ず 、 ジ ェ ン ダ ー 格 差 を は じ め と す る

「 主 流 労 働 者 」 と そ の 他 の 「 周 辺 労 働 者 」 と の 格 差 を 前 提 に 構 築 さ れ て き た 。

　
そ し て 話 は 、 振 り 出 し に 戻 る 。

「 ダ イ バ ー シ テ ィ 」 は 、 難 し い 。 職 場 な ど で 普 及 さ せ る べ き 切 実 な 理 由 は 、 「 今 の と こ

ろ ・ 日 常 的 な 目 線 で は 」 見 当 た ら な い 人 が 多 数 派 と 思 わ れ る か ら だ 。

　
だ が 、 そ う こ う す る う ち に 日 本 の 生 産 年 齢 人 口 比 は 急 速 に 低 下 し 、 付 加 価 値 生 産 性 は

低 迷 し た ま ま 、 令 和 の 時 代 を 迎 え て し ま っ た 。
（ 注 ）
昨 年 の 五 輪 開 催 を め ぐ り 噴 出 し た

様 々 な 問 題 も 、 こ の 国 の 「 遅 れ た 部 分 」 を 露 呈 さ せ た と い え る 。

　
昨 今 、 ダ イ バ ー シ テ ィ 普 及 へ の 取 り 組 み は 、 国 際 標 準 か ら 見 た 人 権 意 識 の 浸 透 度 合 い

を 測 る リ ト マ ス 試 験 紙 と も い え る 。 社 会 的 レ ベ ル で の 意 識 改 革 は 、 Ｂ 焦 眉 の 急	 ― ―	 だ

が 、 燃 え そ う な 眉 毛 を 正 視 す る 人 は 、 依 然 乏 し い 。

	 （ 水 無 田 気 流 『 「 多 様 な 社 会 」 へ の 困 難 な 旅 』 ）

（ 注 ） 昨 年 ＝ ２ ０ ２ １ 年

　 　
公 民 権 法 と 「 ダ イ バ ー シ テ ィ 」

　
「 ダ イ バ ー シ テ ィ 」 の 歴 史 を 紐 解 く と 、 そ の 源 流 は 、 ア メ リ カ の 公 民 権 法 成 立 過 程 に 見 る

こ と が で き る 。 周 知 の よ う に 、 「 移 民 国 家 ア メ リ カ 」 は 、 そ の 歴 史 的 生 成 過 程 か ら 多 文 化

共 生 の 方 法 論 模 索 が 切 実 な 命 題 で あ っ た 。 近 年 も 「 ブ ラ ッ ク ・ ラ イ ブ ズ ・ マ タ ー 」 運 動 が

注 目 さ れ る な ど 、 エ ス ニ ッ ク ・ マ イ ノ リ テ ィ 、 と り わ け ア フ リ カ 系 ア メ リ カ 人 の 差 別 解 消

運 動 は 今 日 ま で 連 綿 と 続 い て い る が 、 そ の 軌 跡 は 独 自 の 複 雑 な 過 程 を 経 て 今 日 に 至 る 。

　 　
〈 中 略 〉

　　 　
Ⅲ

　　

　
さ て 公 民 権 運 動 は 、 後 に 経 営 学 的 ダ イ バ ー シ テ ィ に 接 合 さ れ て い っ た 。 ア メ リ カ で は 、

ダ イ バ ー シ テ ィ ・ マ ネ ジ メ ン ト は 、 一 九 六 四 年 に 制 定 さ れ た 「 公 民 権 法 第 七 編 」 が 設 置

し た 「 雇 用 機 会 均 等 雇 用 委 員 会 」 に 端 を 発 す る 。 一 九 六 五 年 に は 、 人 種 、 肌 の 色 、 宗

教 、 出 身 地 に よ る 差 別 を 撤 廃 す べ く 「 ア フ ァ ー マ テ ィ ブ ・ ア ク シ ョ ン （ 肯 定 的 措 置 、 積

極 的 ⑤ 是 正 措 置 ） 」 が 導 入 さ れ 、 六 七 年 に は そ の 対 象 に 性 別 が 加 え ら れ た 。

　
も っ と も 六 〇 年 代 に 成 立 し た 法 律 は 強 制 力 が 弱 く 定 義 も あ い ま い で あ り 、 七 〇 年 代 初

頭 ま で は 、 ほ と ん ど の 雇 用 者 が そ れ ほ ど 雇 用 慣 行 を 変 え よ う と は し な か っ た 。

　
だ が そ の 後 一 九 七 二 年 の 改 正 （ 雇 用 機 会 均 等 法 ） に よ っ て 、 差 別 的 な 処 遇 を 受 け た 人

は 訴 訟 を 起 こ す こ と も 可 能 と な っ た 。 七 八 年 に は 、 妊 娠 に よ る 雇 用 差 別 の 禁 止 も 明 記 さ

れ 、 九 一 年 の 改 正 で は 、 女 性 や マ イ ノ リ テ ィ の 昇 進 機 会 へ の ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ を 重 視 し

た 「 ガ ラ ス の 天 井 法 」 が 追 加 さ れ た 。

　
こ の よ う な 一 連 の 法 改 正 に よ り 、 ア メ リ カ で は た と え ば 女 性 や マ イ ノ リ テ ィ が 採 用 や 昇

進 に お い て 差 別 さ れ た 場 合 、 雇 用 者 を 告 訴 す る こ と が で き る よ う に な っ た 。 そ の 後 影 響 力

も 強 化 さ れ 、 直 接 差 別 だ け で な く 間 接 差 別 も 告 訴 の 対 象 と な っ た 。 こ の た め 告 訴 を 回 避 し

た い 雇 用 者 は 、 「 コ ン プ ラ イ ア ン ス （ 法 令 遵 守 ） 」 を 重 視 す る よ う に な り 今 日 に 至 る 。

　
要 約 す る と 、 ア メ リ カ の 「 ダ イ バ ー シ テ ィ 」 は 、 教 育 学 的 に も 経 営 学 的 に も 、 二 度 の

世 界 大 戦 に 人 的 資 源 を 動 員 す る た め 、 さ ら に 戦 後 は 厳 し い 法 規 制 と 差 別 に 関 す る 訴 訟 を

避 け る と い う 切 実 な 理 由 に よ り 普 及 し て い る 。

　　 　
Ⅳ
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他 方 、 日 本 の 職 場 で は 、 エ ス ニ ッ ク ・ マ イ ノ リ テ ィ と の 協 業 機 会 は 依 然 乏 し い 。 厚 生 労

働 省 「 外 国 人 雇 用 状 況 の 現 況 」 等 の 統 計 調 査 に 鑑 み て も 、 日 本 国 内 の 全 就 業 者 に 占 め る

外 国 人 労 働 者 の 割 合 は 二 パ ー セ ン ト 台 で あ り 、 在 留 資 格 別 に 見 る と 「 技 能 実 習 」 と 「 資

格 外 活 動 」 の う ち 「 留 学 」 の 二 者 だ け で 、 全 体 の 四 割 を 占 め る 。 こ の た め 、 職 場 の 基 幹

労 働 者 と し て の 就 業 割 合 は 稀 少 で あ る こ と が 推 測 で き る 。 こ の た め 、 日 本 で 経 営 学 的 ダ

イ バ ー シ テ ィ は 、 主 と し て 「 女 性 労 働 力 活 用 」 の 側 面 か ら 語 ら れ る 場 合 が 多 い 。

　
現 在 で も 全 就 業 者 に 占 め る 女 性 割 合 は 四 割 を 越 え る が 、 管 理 職 に 占 め る 女 性 割 合 は 一

割 強 と 極 め て 乏 し い 。 端 的 に 言 っ て 、 女 性 は 就 業 の 場 に は い て も 管 理 職 や 役 員 な ど 「 意

思 決 定 の 場 」 に は 乏 し い の で あ る 。

　
日 本 社 会 で 女 性 が 昇 進 し に く く 離 職 し や す い 要 因 と し て は 、 「 統 計 的 差 別 」 が 指 摘 さ

れ る 。 「 こ れ ま で 」 女 性 が 男 性 よ り 離 職 者 が 多 か っ た か ら と い う 理 由 で 「 こ れ か ら も 」

そ う に 違 い な い と い う 前 例 主 義 に 立 ち 、 企 業 が 「 合 理 的 に 」 女 性 よ り も 男 性 を 採 用 ・ 昇

進 ・ 昇 給 に お い て 有 利 に 取 り 扱 う 結 果 、 実 際 に 職 場 の 賃 金 や 勤 続 年 数 な ど の ジ ェ ン ダ ー

格 差 が 生 じ て い る 。

　
さ ら に 、 旧 来 の 「 日 本 的 経 営 」 の 観 点 に 立 て ば 、 日 本 の 組 織 の 「 強 み 」 は 均 質 性 の 高

さ に よ る も の で あ る 。 そ れ は 新 規 一 括 採 用 ・ 年 功 序 列 賃 金 体 系 ・ 内 部 昇 進 制 を 核 と し た 人

材 管 理 制 度 は 、 自 ず と ダ イ バ ー シ テ ィ と は 相 容 れ ず 、 ジ ェ ン ダ ー 格 差 を は じ め と す る

「 主 流 労 働 者 」 と そ の 他 の 「 周 辺 労 働 者 」 と の 格 差 を 前 提 に 構 築 さ れ て き た 。

　
そ し て 話 は 、 振 り 出 し に 戻 る 。

「 ダ イ バ ー シ テ ィ 」 は 、 難 し い 。 職 場 な ど で 普 及 さ せ る べ き 切 実 な 理 由 は 、 「 今 の と こ

ろ ・ 日 常 的 な 目 線 で は 」 見 当 た ら な い 人 が 多 数 派 と 思 わ れ る か ら だ 。

　
だ が 、 そ う こ う す る う ち に 日 本 の 生 産 年 齢 人 口 比 は 急 速 に 低 下 し 、 付 加 価 値 生 産 性 は

低 迷 し た ま ま 、 令 和 の 時 代 を 迎 え て し ま っ た 。
（ 注 ）
昨 年 の 五 輪 開 催 を め ぐ り 噴 出 し た

様 々 な 問 題 も 、 こ の 国 の 「 遅 れ た 部 分 」 を 露 呈 さ せ た と い え る 。

　
昨 今 、 ダ イ バ ー シ テ ィ 普 及 へ の 取 り 組 み は 、 国 際 標 準 か ら 見 た 人 権 意 識 の 浸 透 度 合 い

を 測 る リ ト マ ス 試 験 紙 と も い え る 。 社 会 的 レ ベ ル で の 意 識 改 革 は 、 Ｂ 焦 眉 の 急	 ― ―	 だ

が 、 燃 え そ う な 眉 毛 を 正 視 す る 人 は 、 依 然 乏 し い 。

	 （ 水 無 田 気 流 『 「 多 様 な 社 会 」 へ の 困 難 な 旅 』 ）

（ 注 ） 昨 年 ＝ ２ ０ ２ １ 年

　 　
公 民 権 法 と 「 ダ イ バ ー シ テ ィ 」

　
「 ダ イ バ ー シ テ ィ 」 の 歴 史 を 紐 解 く と 、 そ の 源 流 は 、 ア メ リ カ の 公 民 権 法 成 立 過 程 に 見 る

こ と が で き る 。 周 知 の よ う に 、 「 移 民 国 家 ア メ リ カ 」 は 、 そ の 歴 史 的 生 成 過 程 か ら 多 文 化

共 生 の 方 法 論 模 索 が 切 実 な 命 題 で あ っ た 。 近 年 も 「 ブ ラ ッ ク ・ ラ イ ブ ズ ・ マ タ ー 」 運 動 が

注 目 さ れ る な ど 、 エ ス ニ ッ ク ・ マ イ ノ リ テ ィ 、 と り わ け ア フ リ カ 系 ア メ リ カ 人 の 差 別 解 消

運 動 は 今 日 ま で 連 綿 と 続 い て い る が 、 そ の 軌 跡 は 独 自 の 複 雑 な 過 程 を 経 て 今 日 に 至 る 。

　 　
〈 中 略 〉
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さ て 公 民 権 運 動 は 、 後 に 経 営 学 的 ダ イ バ ー シ テ ィ に 接 合 さ れ て い っ た 。 ア メ リ カ で は 、

ダ イ バ ー シ テ ィ ・ マ ネ ジ メ ン ト は 、 一 九 六 四 年 に 制 定 さ れ た 「 公 民 権 法 第 七 編 」 が 設 置

し た 「 雇 用 機 会 均 等 雇 用 委 員 会 」 に 端 を 発 す る 。 一 九 六 五 年 に は 、 人 種 、 肌 の 色 、 宗

教 、 出 身 地 に よ る 差 別 を 撤 廃 す べ く 「 ア フ ァ ー マ テ ィ ブ ・ ア ク シ ョ ン （ 肯 定 的 措 置 、 積

極 的 ⑤ 是 正 措 置 ） 」 が 導 入 さ れ 、 六 七 年 に は そ の 対 象 に 性 別 が 加 え ら れ た 。

　
も っ と も 六 〇 年 代 に 成 立 し た 法 律 は 強 制 力 が 弱 く 定 義 も あ い ま い で あ り 、 七 〇 年 代 初

頭 ま で は 、 ほ と ん ど の 雇 用 者 が そ れ ほ ど 雇 用 慣 行 を 変 え よ う と は し な か っ た 。

　
だ が そ の 後 一 九 七 二 年 の 改 正 （ 雇 用 機 会 均 等 法 ） に よ っ て 、 差 別 的 な 処 遇 を 受 け た 人

は 訴 訟 を 起 こ す こ と も 可 能 と な っ た 。 七 八 年 に は 、 妊 娠 に よ る 雇 用 差 別 の 禁 止 も 明 記 さ

れ 、 九 一 年 の 改 正 で は 、 女 性 や マ イ ノ リ テ ィ の 昇 進 機 会 へ の ハ ン デ ィ キ ャ ッ プ を 重 視 し

た 「 ガ ラ ス の 天 井 法 」 が 追 加 さ れ た 。

　
こ の よ う な 一 連 の 法 改 正 に よ り 、 ア メ リ カ で は た と え ば 女 性 や マ イ ノ リ テ ィ が 採 用 や 昇

進 に お い て 差 別 さ れ た 場 合 、 雇 用 者 を 告 訴 す る こ と が で き る よ う に な っ た 。 そ の 後 影 響 力

も 強 化 さ れ 、 直 接 差 別 だ け で な く 間 接 差 別 も 告 訴 の 対 象 と な っ た 。 こ の た め 告 訴 を 回 避 し

た い 雇 用 者 は 、 「 コ ン プ ラ イ ア ン ス （ 法 令 遵 守 ） 」 を 重 視 す る よ う に な り 今 日 に 至 る 。

　
要 約 す る と 、 ア メ リ カ の 「 ダ イ バ ー シ テ ィ 」 は 、 教 育 学 的 に も 経 営 学 的 に も 、 二 度 の

世 界 大 戦 に 人 的 資 源 を 動 員 す る た め 、 さ ら に 戦 後 は 厳 し い 法 規 制 と 差 別 に 関 す る 訴 訟 を

避 け る と い う 切 実 な 理 由 に よ り 普 及 し て い る 。
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い な い 現 実 が あ る か ら 。
　 　 　

３

　
現 在 の 日 本 に は 根 強 い 封 建 的 身 分 制 度 が あ り 、 そ れ ぞ れ の 個 性 を 平 等 に 尊 重 す

る 社 会 に は 程 遠 い か ら 。
　 　 　

４

　
日 本 で は 、 ダ イ バ ー シ テ ィ を 普 及 さ せ た い と い う 切 実 な 思 い を 持 っ て い る 人 が

ま だ 少 数 派 だ か ら 。
　 　 　

問 23

　
空 欄	

　 　
Ｘ

　　

	 に 入 れ る の に 最 も 適 切 な 語 を 、 次 の う ち か ら 一 つ 選 び な さ い 。

１

　
造 語

　 　 　
２

　
同 類 語

　 　 　
３

　
対 義 語

　 　 　
４

　
略 語
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